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序　　　　文

仙台市は「杜の都・仙台」という愛称で広く親しまれ、四季折々の豊かな自然にあふれています。

この風景は、私たち市民の誇りであり、将来へ守るべき大切な財産でもあります。

平成２３年３月１１日の東日本大震災により、東北地方の沿岸部では多くの被害が発生しました。

震災の後は復興に伴う住宅建築の増加により、平成２４年度の発掘調査の件数は平成２３年度と同様、

震災の前に比べまして、はるかに上回る状況が続いております。遺跡の保存もさることながら、復旧・

復興は急務であります。市教育委員会としましても、皆様のご理解とご協力を賜りながら、復旧・

復興への対応、文化財の保存と継承に日々努めているところです。

本報告書には、住宅等建築に先立ち本発掘調査を実施した、洞ノ口遺跡、鴻ノ巣遺跡、小鶴城跡、

南小泉遺跡、沖野城跡、稲荷館跡、愛宕山横穴墓群、大野田官衙遺跡の調査成果を収録しています。

先人たちの遺した貴重な文化遺産を保護し、保存活用を図りつつ未来へと継承していくことは、

現代に生きる私たちの大切な仕事であります。地域がはぐくんだ文化を語る上で、歴史や文化資源

がその根底をなしているからです。つきましては、本報告書が、学術研究のみならず学校教育や生

涯学習などのあらゆる場面で活用され、皆様の埋蔵文化財へのより深い関心とご理解の一助となれ

ば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査並びに報告書刊行に際しましてご協力、ご助言をいただきました

多くの方々に、心より深く感謝申し上げます。

平成２５年３月

仙台市教育委員会　　　　　
教育長　青　沼　一　民　



例　　　言
１．本書は、平成２４年度国庫補助事業による個人住宅他補助対象事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２．本書は、仙台市教育委員会が実施した個人住宅等建築に伴う埋蔵文化財発掘のうち、洞ノ口遺跡第１９次、鴻ノ巣

遺跡第１４次、第１７次、第１８次、小鶴城跡第８次、南小泉遺跡第６９次、第７０次、第７１次、沖野城跡第１２次、第１４次、

稲荷館跡第１次、大野田官衙遺跡第１０次、第１１次、第１２次、愛宕山横穴墓第６次の、各調査を中心に掲載している。

なお、青葉区及び泉区内に所在する遺跡については、報告対象期間中に確認調査にいたる案件はなかった。

３．本書の各項の執筆は第Ⅰ章を鈴木、水野、第Ⅱ章～第Ⅴ章を小泉、水野、第Ⅵ章を斎野が行い、編集は水野が行っ

ている。

４．本書の地図・遺構図は、特に断りがない場合、上が真北を示す。

５．遺構図・遺物実測図等の縮尺は、各図に付記してある。

６．断面図の標高は、海抜高度を示している。

７．本書中に掲載した地図は、国土地理院発行の２５，０００分の１『仙台市東南部、西南部、東北部』の一部を加工して

使用している。

８．遺構は種別ごとに次の略号を用いた。

SB：掘立柱建物跡　SD：溝跡　SE：井戸跡　SI：竪穴住居跡　SK：土坑　P：ピット　SX：性格不明遺構

９．遺物の登録は、以下の分類と略号を用いた。

C：土師器（非ロクロ）　D：土師器（ロクロ）　E：須恵器　F：丸瓦　G：平瓦　I：陶器　J：磁器

K：石器・石製品　L：木製品　N：金属製品　P：土製品　Q：骨角製品・自然遺物

１０．遺物実測図に用いたトーンは、その都度凡例を付してある。

１１．遺物観察表の法量は、種別により測る名称が変化するが、長・幅・厚と表現を統一した。それぞの示す部位は下

図を参照されたい。器高にカッコを付した数値は残存値を、口径・底径にカッコを付した数値は復元値を示す。

１２．本文中の「灰白色火山灰」（庄子・山田１９８０）は、これまでの仙台市域の調査報告や東北地方中北部の研究から、

「十和田ａ火山灰（To-a）」と考えられている。降下年代は現在、西暦９１５年と推定されており、本書もこれに従う。

庄子貞雄・山田一郎１９８０「宮城県北部に分布する灰白色火山灰について」

『多賀城－昭和５４年度発掘調査概報』宮城県多賀城跡調査研究所

仙台市教育委員会２０００『沼向遺跡第１～３次発掘調査』仙台市文化財調査報告書第２４１集　　　　　

小口雅史２００３「古代北東北の広域テフラをめぐる諸問題－十和田ａと白頭山（長白頭）を中心に－」

『日本律令制の展開』吉川弘文館

１３．引用・参考文献については、各遺跡報告の末尾に付してある。

１４．本書に関わる遺物・写真・実測図等の資料は、仙台市教育委員会が保管している。

長=口径

幅=底径

厚=器高

土器類

黒色処理

その他

長=器長

厚=器厚 幅=器幅

遺物観察表の計測部位と呼称
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第Ⅰ章　調査計画と実績

１

第Ⅰ章　調査計画と実績

１　調査体制
 調 査 主 体 仙台市教育委員会
 調 査 担 当 文化財課

平成２３年度　
課長　吉岡　恭平　
主幹兼調査調整係長　佐藤甲二　主査　荒井　格　平間亮輔　主事　小泉博明　廣瀬真理子　及川謙作
文化財教諭　吉野　信　石山智之　鈴木健弘　佐藤洋平　橋本勇人　専門員　結城慎一　臨時職員　五十嵐愛
整備活用係長　長島栄一　主事　大久保弥生　文化財教諭　佐藤正弥　調査指導係主事　鈴木　隆

平成２４年度
課長　吉岡　恭平
主幹　佐藤甲二　調査調整係長　斎野裕彦　主査　佐藤　洋　平間亮輔　主任　村上とよ子
主事　鈴木　隆　小泉博明　及川謙作　関根章義　水野一夫　
文化財教諭　伊藤翔太　千葉　悟　佐藤高陽　橋本勇人　専門員　結城慎一
整備活用係　係長　長島栄一　主任　斎藤克己　主事　大久保弥生
文化財教諭　石山智之　鈴木健弘
仙台城史跡調査室　主査　佐藤　淳　文化財教諭　佐藤洋平　　

２　調査計画
主に個人専用住宅の建築に伴う発掘調査費用の補助を目的とし、個人専用住宅補助事業費として総事業費７，６８６千
円（補助金額３，７９６千円）の予算で計画した。

３　調査実績
平成２４年度に実施された本事業に関わる調査は、表Ⅰ－３－１の通りである。なお、本報告書で扱う調査は、平成

２３年１２月１日から平成２４年１０月１６日までの間に実施された調査で、それらの国庫補助事業に係る個人住宅建設全調査
を図Ⅰ－３－２に区ごとにわけて示した。うち郡山遺跡の調査については別に報告書を刊行する。それぞれ申請者よ
り届け出がなされ（表中：届出等№）、確認調査に至る場合、それを原因に調査を実施している。表中実施番号は、実
施決定後に番号付与し、『年度－通番』を示している。確認調査中に本調査が必要な遺構が発見されるなどの事由が発
生した場合、ほとんどが調査区が狭小であるため、そのまま本調査へ移行し、完掘、調査終了して現場引き渡しとし
ている。

４　調査方法
各調査は建物建築などの開発する範囲を、申請者側が位置出し、その範囲内に調査区を設定する。その範囲に対し、

重機を用いて表土・盛土など、調査対象にならない土壌を除去し、遺構面まで掘削する。重機掘削後、人力で精査し、
遺構検出、遺構調査、断面観察、各実測図採図、適時写真撮影を行い、調査の工程のすべてが完了したのち埋め戻し
て現状復帰、現場引き渡しを行う。図面は１／２０を基本としている。写真はデジタルカメラでのJPEG撮影を基本と
し、適時、フィルムカメラによるモノクロ、リバーサル撮影を行っている。



２

平成２３年度個人専用住宅に伴う発掘調査一覧（平成２５年２月～３月「仙台平野の遺跡群２２」未掲載分：調査面積１６３．８㎡）

届出等№備考遺構・遺物調査期間調査面積対象面積所在地遺跡名№

H２３　１０６－２７７溝跡３条、土坑１基、土師器、
瓦２月２４日２４.０㎡８８.５㎡若林区木ノ下三丁目薬師堂東遺跡

隣接地１

H２３　１０６－３６０１２次土坑１基、ピット２基、土師質
土器２月２８日３１.６㎡１０５.２㎡若林区沖野七丁目沖野城跡２

H２３　１０６－３６６２１９次竪穴住居跡３軒、土抗１基、溝
跡１条、ピット２１基、土師器３月５日～１３日２８.５㎡６８.０㎡太白区郡山二丁目郡山遺跡３

H２３　１０６－３８０２２０次竪穴住居跡１軒、掘立柱建物
跡１軒、ピット２４基、土師器３月５日～１９日３７.１㎡７１.０㎡太白区郡山二丁目郡山遺跡４

H２３　１０６－３８１２２１次竪穴住居跡２軒、掘立柱建物
跡１軒、ピット１３基、土師器３月５日～１３日２７.６㎡１０３.７㎡太白区郡山二丁目郡山遺跡５

H２３　１０６－３１３遺構、遺物なし３月８日１５.０㎡７６.３㎡若林区沖野七丁目沖野城跡６

表Ⅰ－１

平成２４年度個人専用住宅に伴う発掘調査一覧（平成２４年４月～２５年２月：調査面積１０４３．１㎡）
届出等№備考遺構・遺物調査期間調査面積対象面積所在地遺跡名№

H２３　１０６－３５８溝跡３条、性格不明遺構１基、
ピット１基、土師器４月１７日～１９日２４．８㎡９６．８㎡太白区大野田六反田遺跡１

H２４　１２２－８１０次溝跡１条、土師器４月１１日～１２日２０．４㎡９６．１㎡太白区大野田大野田官衙遺跡２
H２４　１２２－２０磁器、金属製品４月１９日２１．０㎡１４９．９㎡太白区郡山北目城跡３
H２４　１２２－２６遺構、遺物なし５月１４日１４．１㎡７５．７㎡若林区荒井押口遺跡４
H２４　１２２－３２溝跡１条、遺物なし５月７日３９．０㎡８１．２㎡太白区大野田六反田遺跡５

H２４　１２２－３１１９次
井戸跡１基、溝跡１条、性格不
明遺構１基、土師器、須恵器
他

５月１４日～１９日３０．６㎡１０６．０㎡宮城野区岩切洞ノ口遺跡６

H２４　１２２－１６２２２次材木塀１条、溝跡２条、柱穴１
基、ピット３基、土師器５月１６日～２４日２８．８㎡６５．８㎡太白区郡山三丁目郡山遺跡７

H２４　１２２－３６ピット２基、河川跡１条５月２１日２４．２㎡８６．７㎡太白区大野田六反田遺跡８

H２４　１２２－１４１１次小溝状遺構群、ピット３基、
土師器５月２２日～２３日２２．１㎡７６．１㎡太白区大野田大野田官衙遺跡９

H２４　１２２－３３２２３次土坑１基、ピット５基、土師
器、須恵器６月１８日～２６日２４．０㎡８２．８㎡太白区郡山三丁目郡山遺跡１０

H２４　１２２－７５遺構、遺物なし６月２５日２７．７㎡９０．５㎡太白区中田七丁目中田南遺跡１１
H２４　１２２－９９２２５次竪穴住居跡２軒、土師器７月２日～４日６．０㎡５２．２㎡太白区郡山三丁目郡山遺跡１２

H２４　１２２－１０７竪穴遺構１基、小溝状遺構７
条７月５日～６日４７．７㎡１２３．９㎡太白区大野田六反田遺跡１３

H２４　１２２－７２２２６次柱列１列、竪穴住居跡２軒、柱
穴１基、ピット９基７月１７日～２６日２１．０㎡６４．７㎡太白区郡山二丁目郡山遺跡１４

H２４　１２２－７９２２７次ピット２７基、土師器７月２６日～８月１日３０．０㎡７８．０㎡太白区郡山二丁目郡山遺跡１５
H２４　１２２－９７２２８次溝跡１条、ピット９基８月２０日～８月２７日２７．０㎡５９．７㎡太白区郡山二丁目郡山遺跡１６
H２４　１２２－１１２６次土坑１基、縄文土器、剥片８月２４日～２９日３９．８㎡６０．２㎡太白区向山四丁目愛宕山横穴墓群１７
H２４　１２２－１７溝跡１条８月２７日～３１日２９．０㎡９２．１㎡太白区大野田六反田遺跡１８
H２４　１２２－１５６遺構、遺物なし９月３日１４．５㎡５２．２㎡太白区長町南二丁目長町南遺跡１９

H２４　１２２－１３０２２９次材木列１条、河川跡１条、土師
器９月３日～１０日３０．０㎡６７．０㎡太白区郡山三丁目郡山遺跡２０

H２４　１２２－１８４１４次溝跡１条、土坑２基、ピット３
基９月１３日１１．３㎡４６．８㎡宮城野区岩切鴻ノ巣遺跡２１

H２４　１２２－７１２３１次竪穴住居跡１軒、土坑６基、
ピット１７基９月１９日～１０月３日３９．１㎡９３．２㎡太白区郡山五丁目郡山遺跡２２

H２４　１２２－２３１２２３次竪穴住居跡１軒、土坑１基１０月１０日～１５日６０．７㎡９２．７㎡太白区郡山五丁目郡山遺跡２３
H２４　１２２－２２４１２次遺物、遺構なし１０月１６日２７．０㎡８５．６㎡太白区大野田大野田官衙遺跡２４
H２４　１２２－２２５遺物、遺構なし１０月２２日２５．６㎡６３．８㎡若林区沖野三丁目中柵西遺跡２５

H２４　１２２－２０４性格不明遺構７基、溝跡２条、
ピット２基１０月２２日～２６日２２．９㎡７０．７㎡太白区大野田大野田古墳群２６

H２４　１２２－２２６溝跡１条、性格不明遺構１基、
ピット２基１１月５日２４．５㎡７９．５㎡若林区遠見塚二丁目南小泉遺跡２７

H２４　１２２－２５１土師器１１月５日～７日２８．０㎡９６．６㎡太白区大野田六反田遺跡２８
H２４　１２２－２６８溝跡１条、ピット２基１１月１２日～１６日１４．０㎡６９．０㎡太白区郡山四丁目郡山遺跡２９
H２４　１２２－２７５溝跡２条、河川跡１条１１月２７～２８日３６．０㎡３４３．３㎡太白区郡山一丁目西台畑遺跡３０
H２４　１２２－２７８土坑１基１２月３日１８．５㎡７９．５㎡太白区郡山二丁目郡山遺跡３１
H２４　１２２－３０６土坑２基、ピット１基１２月３日～５日３６．０㎡９９．４㎡太白区大野田六反田遺跡３２

H２４　１２２－３２０竪穴建物１軒、竪穴住居跡４
軒、溝跡１条、土坑３基１２月４日～２１日３７．５㎡６７．０㎡太白区郡山三丁目郡山遺跡３３

H２４　１２２－３１８遺構、遺物なし１２月１０日１６．４㎡５４．１㎡若林区今泉二丁目今泉遺跡３４
H２４　１２２－２９８磁器１２月１１日９．０㎡５８．８㎡宮城野区新田三丁目小鶴城跡３５
H２４　１２２－２８９溝跡２条１２月１０日～１３日８．４㎡８５．３㎡太白区大野田大野田官衙遺跡３６
H２４　１２２－２８２ピット６基１月２５日３０．２㎡８５．７㎡若林区一本杉町南小泉遺跡３７
H２４　１２２－３３０ピット３０基、土師器片２月１日２４．０㎡６６．９㎡宮城野区岩切洞ノ口遺跡３８

H２４　１２２－３５５
溝跡７条、土抗３基、ピット７
基、須恵器、土師器、赤焼土
器

２月１９日～２３日２８．３㎡７９．８㎡太白区大野田六反田遺跡３９

H２４　１２２－３７７溝跡６条、剥片１点２月１８日２４．０㎡９０．８㎡太白区大野田大野田古墳群４０
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宮城野区
届出等№備考調査期間調査面積対象面積遺跡名№

H２３ １０６－２８３１２月２０日２１㎡７８．６６㎡小鶴城跡２３－７６
H２３ １０６－３０７第１７次１月２３日～１月２４日１７．０㎡５２．１７㎡鴻ノ巣遺跡２３－８１
H２３ １０６－２９５第１８次１月３０日１９．８㎡６６．２４㎡鴻ノ巣遺跡２３－８２
H２３ １０６－２７８第１次２月１３日３６．３㎡２６１．６３㎡稲荷館跡２３－８６
H２３ １０６－３１６第８次２月６日～２月８日１９．５㎡５７．９６㎡小鶴城跡２３－８７
H２４ １２２－３１第１９次５月１４日～５月１９日３０．６㎡１０５．９９㎡洞ノ口遺跡２４－１１
H２４ １２２－１８４第１４次９月１３日１１．２８㎡４６．７８㎡鴻ノ巣遺跡２４－４９

仙台市

宮城県

七北田川

名取川

仙台市

若林区

青葉区

太白区

宮城野区

泉区

色麻町

大和町

富谷町

利府町

多賀城市

川崎町

村田町　

名取市

仙台駅

六反田遺跡
大野田官衙遺跡
北目城跡
郡山遺跡
中田南遺跡
愛宕山横穴墓群
長町南遺跡

押口遺跡

洞ノ口遺跡
鴻ノ巣遺跡

七ヶ浜町

第Ⅰ－１図　平成２４年度調査実績一覧

若林区
届出等№備考調査期間調査面積対象面積遺跡名№

H２３ １０６－２３１第６９次１月１０日～１月１３日３４．３㎡９４．１９㎡南小泉遺跡２３－６５
H２３ １０６－３１２１月３０日１９．５㎡９７．６３㎡中在家南遺跡２３－８４
H２３ １０６－３０８第７０次１月２４日～１月２５日２４．６㎡５９．６２㎡南小泉遺跡２３－８５
H２３ １０６－２７７２月２４日２４．０㎡８８．４５㎡薬師堂東遺跡隣接地２３－８８
H２３ １０６－３４６第７１次２月６日～２月９日１２．１㎡１０７．４４㎡南小泉遺跡２３－９２
H２３ １０６－３１３３月８日１５㎡７６．３２㎡沖野城跡２３－９３
H２３ １０６－３５６第１４次２月２０日４０．１２㎡１５５．８６㎡沖野城跡２３－９４
H２３ １０６－３６０第１２次２月２８日３１．６２㎡１０５．２２㎡沖野城跡２３－９５
H２４ １２２－２６５月１４日１４．１㎡７５．７㎡押口遺跡２４－１０

太白区
届出等№備考調査期間調査面積対象面積遺跡名№

H２３ １０６－２２６１２月１９日１７．１㎡７７．４㎡的場遺跡２３－６９
H２３ １０６－２３５第２１４次１２月５日４．０㎡６７．５㎡郡山遺跡２３－７１
H２３ １０６－２７０第２１５次１２月６日～１２月２０日３０．０㎡６６．１㎡郡山遺跡２３－７２
H２３ ２０６－２７５第２１７次１月１０日～１月１６日２２．１㎡６７．２㎡郡山遺跡２３－７５
H２３ １０６－３１０１月１６日１８．０㎡１１４．５㎡中田北遺跡２３－８０
H２３ １０６－６７第２１６次１月１０日～１月１９日５６．０㎡７２．９㎡郡山遺跡２３－８３
H２３ １０６－３３３第２１８次１月３０日～２月６日３２．０㎡５７．７㎡郡山遺跡２３－９１
H２３ １０６－３６６第２１９次３月５日～３月１３日２８．５㎡６８．０㎡郡山遺跡２３－９８
H２３ １０６－３８０第２２０次３月５日～３月１９日３７．１㎡７１．０㎡郡山遺跡２３－９９
H２３ １０６－３８１第２２１次３月５日～３月１３日２７．６㎡１０３．７㎡郡山遺跡２３－１００
H２３ １０６－３５８４月１７日～４月１９日２４．８㎡９６．８㎡六反田遺跡２４－２
H２４ １２２－３２５月７日３９．０㎡８１．２㎡六反田遺跡２４－５
H２４ １２２－８第１０次４月１１日～４月１２日２０．４㎡９６．１㎡大野田官衙遺跡２４－７
H２４ １２２－２０４月１９日２１．０㎡１４９．９㎡北目城跡２４－９
H２４ １２２－１６第２２２次５月１６日～５月２４日２８．８㎡６５．８㎡郡山遺跡２４－１２
H２４ １２２－３６５月２１日２４．２㎡８６．７㎡六反田遺跡２４－１９
H２４ １２２－１４第１１次５月２２日～５月２３日２２．１㎡７６．１㎡大野田官衙遺跡２４－２０
H２４ １２２－３３第２２３次６月１８日～６月２６日２４．０㎡８２．８㎡郡山遺跡２４－２７
H２４ １２２－７５６月２５日２７．７㎡９０．５㎡中田南遺跡２４－３０
H２４ １２２－１０７７月５日～７月６日４７．７㎡１２３．９㎡六反田遺跡２４－３１
H２４ １２２－７２第２２６次７月１７日～７月２６日２１．０㎡６４．７㎡郡山遺跡２４－３５
H２４ １２２－７９第２２７次７月２６日～８月１日３０．０㎡７８．０㎡郡山遺跡２４－３８
H２４ １２２－１７８月２７日２９．０㎡９２．１㎡六反田遺跡２４－３９
H２４ １２２－１１２第６次８月２４日～８月２９日３９．８㎡６０．２㎡愛宕山横穴墓群２４－４０
H２４ １２２－９７第２２８次８月２０日～８月２７日２７．０㎡５９．７㎡郡山遺跡２４－４４
H２４ １２２－１５６９月３日１４．５㎡５２．２㎡長町南遺跡２４－４５
H２４ １２２－１３０第２２９次９月３日～９月１０日３０．０㎡６７．０㎡郡山遺跡２４－５１
H２４ １２２－２３１第２３３次１０月１０日～１０月１５日６０．７㎡９２．７㎡郡山遺跡２４－５６
H２４ １２２－２２４第１２次１０月１６日２７．０㎡８５．６㎡大野田官衙遺跡２４－５９

仙台市では報告書に詳細を掲載した調査に次数をつけています
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第１節　概要

本件に係る宮城野区内で行われた調査は、表Ⅱ－１に示すとおりである。宮城野区内では第Ⅱ－１図のＡ・Ｂの二
か所の区域、４遺跡の調査を行っている。これらは第Ⅱ－１図中では洞ノ口遺跡中のａ区域、鴻ノ巣遺跡中のｂ区域、
稲荷館跡のｃ区域を調査している。第Ⅱ－８図のａ区域内の小鶴城跡である。
ここでは、小鶴城跡第８次調査（Ｈ２３－７６）、洞ノ口遺跡第１９次調査（Ｈ２４－１１）、鴻巣遺跡第１４次調査（Ｈ２４－４９）、

稲荷館遺跡第１次調査（Ｈ２３－８６）の成果を報告する。

第Ⅱ章　宮城野区内の調査

第Ⅱ－１図　宮城野区と遺跡位置図の位置

表Ⅱ－１　宮城野区内の調査一覧

七北田川

若林区

青葉区

太白区

宮城野区

泉区

富谷町

利府町

多賀城市

仙台駅

AAAA
七ヶ浜町

B

届出等№備考調査期間調査面積対象面積遺跡名№
H２３ １０６－２８３１２月２０日２１㎡７８．６６㎡小鶴城跡２３－７６
H２３ １０６－３０７第１７次１月２３日～１月２４日１７．０㎡５２．１７㎡鴻ノ巣遺跡２３－８１
H２３ １０６－２９５第１８次１月３０日１９．８㎡６６．２４㎡鴻ノ巣遺跡２３－８２
H２３ １０６－２７８第１次２月１３日３６．３㎡２６１．６３㎡稲荷館跡２３－８６
H２３ １０６－３１６第８次２月６日～２月８日１９．５㎡５７．９６㎡小鶴城跡２３－８７
H２４ １２２－３１第１９次５月１４日～５月１９日３０．６㎡１０５．９９㎡洞ノ口遺跡２４－１１
H２４ １２２－１８４第１４次９月１３日１１．２８㎡４６．７８㎡鴻ノ巣遺跡２４－４９
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第Ⅱ－２図　洞ノ口遺跡・鴻ノ巣遺跡・稲荷館跡の位置と周辺の遺跡
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第２節　洞ノ口遺跡

１　遺跡の概要
洞ノ口遺跡は、仙台市宮城野区岩切字洞ノ口、青津目に所在する。ＪＲ仙台駅の北東約８．０㎞に位置し、七北田川左
岸の自然堤防から後背湿地にかけて立地する。遺跡の範囲は、東西約０．８㎞、南北１．０㎞で、標高は約５．０～８．０ｍであ
る。洞ノ口遺跡の周辺には、国指定史跡岩切城跡をはじめ、東光寺遺跡、多賀城市新田遺跡など、多くの中世に属す
る遺跡が分布している。
洞ノ口遺跡は、古墳時代から近世にかけての複合遺跡であり、その中でも中世の遺構・遺物が主体を占める。
洞ノ口遺跡とその周辺は、近年、急速に宅地化が進み、現在の地形は原形を失っている。しかし、区画整理事業以

前の遺跡は、水田や畑地であり、標高の高い部分は畑地、それよりも一段低い部分が水田として利用されていた。地
籍図などで詳細に見てみると、遺跡の北側は水田が広く分布しているのに対し、県道泉塩釜線に近い遺跡の南側は、
方形に区画された畑地とそれを取り囲むように配置された細長い水田が認められる。これは以前から城館の区画を反
映したものと推定されていた。平成４年（１９９２年）から開始された区画整理事業に伴う発掘調査の結果、自然堤防上
に中世の屋敷跡と城館跡が確認された。１３世紀に遡る屋敷地と１５世紀後半から１６世紀にかけての城館に大別される。
屋敷地は１３世紀末には溝跡で区画され、建物の規模や出土遺物から、武士層の居住域と考えられている。城館は、２
時期の変遷がある。大規模な溝で取り囲まれ、一部には土塁が認められる。その内部は溝でさらに区画されている。
この城館跡については、岩切城跡やかつての街道に近い地理的な条件やその規模などから、留守氏に関わるものとの
見方もある。

時代立地種別遺跡名番号時代立地種別遺跡名番号

古代自然堤防散布地新宿囲遺跡１１古墳～近世自然堤防集落跡・城館跡・屋敷跡・水田
跡洞ノ口遺跡１

縄文・古墳～中世自然堤防新田遺跡１２弥生～中世自然堤防集落跡・屋敷跡・水田跡鴻ノ巣遺跡２
弥生～近世自然堤防都市・屋敷跡山王遺跡１３中世自然堤防城館跡稲荷館跡３
古墳丘陵斜面横穴墓入生沢横穴墓群１４縄文・古墳～近世丘陵斜面城館跡・信仰遺跡若宮前遺跡４
古代自然堤防散布地入生沢遺跡１５中世～近世丘陵城館跡・宗教遺跡羽黒前遺跡５
古代自然堤防散布地大正囲遺跡１６中世丘陵城館跡化粧坂城跡６
縄文～近世自然堤防集落跡・包含地・畑跡・水田跡岩切畑中遺跡１７中世丘陵城館跡岩切城跡７

古代～中世自然堤防集落跡・包含地今市遺跡１８中世丘陵斜面城館跡・石窟仏群・寺院跡・集
落跡・板碑群東光寺遺跡８

縄文・古墳丘陵散布地菖蒲沢遺跡１９古墳丘陵斜面横穴墓東光寺横穴墓群９
縄文丘陵麓散布地山崎囲遺跡２０古墳丘陵斜面横穴墓台屋敷横穴墓群１０
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また、城館跡の南側には、現在も主要地方道泉・塩釜線に沿って、細長い地割がみられる。これまでの発掘調査に
よる成果などから、城館跡に隣接する町場の可能性が指摘されている地域である。

２　第１９次調査
（１）調査要項
 遺　 跡　 名 洞ノ口遺跡（宮城県遺跡登録番号　０１３７２）
 調 査 地 点 仙台市宮城野区岩切字洞ノ口８２番５２
 調 査 期 間 平成２４年５月１４日（月）～１６日（水）
 調査対象面積 建築面積１０５．９９㎡
 調 査 面 積 ３０．６㎡
 担 当 職 員 主事　水野一夫　文化財教諭　佐藤高陽　文化財教諭　千葉悟

（２）調査地点と調査経過
第１９次調査は洞ノ口遺跡の南部、七北田川の右岸６０m程度に位置する。確認調査は平成２４年５月１４日に着手し、周

辺の調査では、比較的浅く遺構面に達することがあるため、重機掘削は２０㎝程度ずつ下げながら確認していくことと
した。１m程度下げたところ腐食質の均質土壌になったが、遺構が確認できないため、そのままさらに掘削した。１５０
㎝程で、黄褐色土の基盤面に達したため、ここで掘削を停止し精査作業を行った。遺構はSD１溝跡１条と直交する
SX１性格不明遺構１基、SD１を切るSE１井戸跡１基を検出した。１６日調査の一切を終了して埋め戻し、撤収した。
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第Ⅱ－３図　洞ノ口遺跡２０次調査地点と周辺既調査地点
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（３）基本層序
基本層は、大別４層、細別８層を確認した。Ⅰc層は整地層であるが、１cm以下の層が互層状に堆積しており、重

機による宅地造成土ではない。

（４）発見遺構と出土遺物
遺構面はⅢ層上面とⅣ層上面である。検出した遺構は、総数で溝跡１条、井戸跡１基、性格不明遺構１基である。
第１号溝跡　SD１
SD１はⅣ層上面で検出した。調査区の東側を、長軸南北方向に縦走し、重複関係はSE１より古く、SX１より新し

い。規模は上端幅１．５６m下端幅０．４８mで延長は３．０８m以上。壁面から上位土Ⅲa層の流れ込みが観察できるので、構築
面が生きているものと推定でき、深さは０．６８mの溝状遺構である。断面形は逆台形を呈するが、南壁付近では二段に
なっている様子がある。北側では掘削痕程度で明確にならなかったため、一体のものとしたが、溝を掘りなおす等、
二時期ある可能性もあるが断面とも判別できなかった。
遺物は、堆積土下層より壷形の須恵器第Ⅱ－５図１（底部を欠く胴部１／４程度）が出土している。

第１号井戸跡　SE１
SE１は壁面観察のによりⅡ層上面を遺構面とする可能性がある。重複関係はSD１より新しい。規模は上端幅

１．５４m下端幅０．８３m程度の楕円形で、深さは０．７４m以上。断面形は、上部は逆台形であるが、下底から下は直に落ちて
いる。掘削深度と湧水のため完掘はしていない。遺構の壁面には鉄分の凝着が厚く、埋土との境は明瞭であった。
なお、北側に最近まで存続していたコンクリート製浸透枡が埋設されており、その掘方に上面を切られていること

から、別な遺構として認識した経緯がある。くぼ地として認識できる状態で浸透枡が施工された可能性は否定できな
いものの、井戸跡の中心は若干南にずれている。遺物は、Ⅱ層の様相と同様で、渥美焼・常滑焼を含む土師器・須恵
器片のみである。近代以降の遺物は含まれていない。

第１号性格不明遺構　SX１
重複関係はSD１より古い。規模は上端東西（４．２０）南北０．７３m程度。ほとんどが調査区外で、全体は明らかではな
いため性格不明遺構とした。壁面から上位土Ⅲa層の流れ込みが観察できるので、構築面が生きているものと推定で
き、深さは０．３８mの遺構である。壁の立ち上がりは緩やかで、溝状遺構としても、SD１とは作りが異なる。　北側に張
り出し部分があるが、カマドの煙道を想定できるものではない。東西に横走する溝の可能性を考え、延長上にトレン
チを入れたが、確認されなかった。遺物は出土していない。

（５）遺構外出土遺物
遺物は、天箱で１箱程度出土した。Ⅰ層の各層からは遺物の出土がほとんど無い。Ⅱ層からは、１２世紀の渥美焼の
破片、中世の常滑焼の破片１３世紀までの在地系陶器を含む古代～中世期の土器片が出土している。Ⅲ層からは土師
器・須恵器に類する土器片のみの出土でありⅡ層とⅢ層の時期差を想定できる。

６　まとめ
今回の調査地点は、洞ノ口遺跡の南端に位置している。南西を流れる現七北田川からは４０m程度の位置にあたる。
洞ノ口遺跡においては、中世の町家が並ぶと想定されている区域である。本調査区では、Ⅱ層が中世頃の畑耕作土と
想定した。また、上面に現代の浸透枡がかかるものの、堆積土からはSE１井戸跡も同時期程度を想定できる。Ⅱ層・

備考土質土色マンセル層
ごく最近の盛土シルト暗褐色１０YR３/３Ⅰa
炭化物少量混入シルト黒褐色１０YR２/２Ⅰb
１０YR２/２、２/１との互層。旧宅地化整地土細砂褐色１０YR４/４Ⅰc
宅地化直前までの畑か水田耕作土シルト黒褐色１０YR３/２Ⅰd
遺物の上下限から近世以前の耕作土と考えられる。SE１腐食質黒褐色１０YR２/２Ⅱ
SD１・SX１を埋める土壌、河川由来かシルトにぶい黄褐色１０YR５/３Ⅲa
SD１構築面シルト灰黄褐色１０YR４/２Ⅲb

シルトにぶい黄褐色１０YR５/４Ⅳ
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SE１ともに古代～１３世紀程度までの遺物を破片で含む一方、それよりも新しいと思われるものは無かった。後年の耕
作痕としても、近世にまで下ると考えられる要素は今のところ見つかっていない。
Ⅲ層は、中世陶器片を含まず、土師器・須恵器が出土することから、Ⅱ層とⅢ層の間には相応の時間差を設定する

ことが可能である。Ⅲ層はわずかな色調で上下に細分できる。また、Ⅳ層上面からSD１溝跡が掘り込まれている。
その堆積土下層から、第Ⅱ－５図１が一括出土した。壷形を呈し、外面は平行タタキの調整で、内面調整もよく、一
部に自然釉も見られる。胎土に石英粒を少量含む。器全体が赤褐色を呈し、須恵器としたが類例の増加を待って検討
したい。

遺物観察表

SD１
備考土質土色マンセル層

Ⅲaのレンズ状堆積であるため、SD１の構築面はⅢb上面シルトにぶい黄褐色１０YR５/３１
Ⅲbに近似するが、壁の立ち上がりが明瞭シルト灰黄褐色１０YR４/２２

SE１
備考土質土色マンセル層

Ⅳをブロック状多量混入。中世・古代の遺物含む。黒褐色１０YR２/２１
SX１

備考土質土色マンセル層
Ⅲaのレンズ状堆積であるため、SX１の構築面はⅢb上面シルトにぶい黄褐色１０YR５/４１
Ⅲbに近似するが、壁の立ち上がりが明瞭シルト暗褐色１０YR３/３２

特徴・備考
調整法量（㎝）

残存器種種別出土
層位

出土
番号

登録
番号

写真
番号

掲載
番号 底内外厚幅長

ロクロナデ平行タタキ　ロクロナデ　ヘラケズリ（２０．２）－（１１．４）一部壺須恵器１層SD１E－７Ⅱ－１－１Ⅱ－５－１
ヘラ切りロクロナデロクロナデ（１．１）（６．４）－一部坏須恵器１層SE１E－６Ⅱ－１－２Ⅱ－５－２

渥美産　押印　１２C－－－一部甕陶器１層SE１I－５Ⅱ－１－３Ⅱ－５－３
渥美産　１２C－－－一部甕陶器１層SE１I－６Ⅱ－１－４Ⅱ－５－４
渥美産　１２C－－－一部甕陶器１層SE１I－７Ⅱ－１－５Ⅱ－５－５

ヘラミガキ　黒色処理ヘラミガキ 黒色処理（２．３）－－一部坏土師器１層SE１C－１Ⅱ－１－６Ⅱ－５－６
常滑産　押印－－－一部甕陶器１層SE１I－８Ⅱ－１－７Ⅱ－５－７

ヘラケズリヘラナデヘラケズリ（１．９）（６．２）－一部甕土師器１層SE１C－２Ⅱ－１－８Ⅱ－５－８
ロクロナデロクロナデ（３．５）－（１２．０）一部坏須恵器Ⅰ層E－３Ⅱ－１－９Ⅱ－５－９

ヘラ切りロクロナデロクロナデ（２．４）（７．０）－一部坏須恵器Ⅰ層E－２Ⅱ－１－１０Ⅱ－５－１０
ロクロナデロクロナデ－－－一部坏赤焼土器Ⅰ層D－１Ⅱ－１－１１Ⅱ－５－１１

ヘラ切りロクロナデロクロナデ（２．１）－－一部坏須恵器Ⅰ層E－５Ⅱ－１－１２Ⅱ－５－１２
ロクロナデロクロナデ（２．３）８．８－一部高台坏須恵器Ⅰ層E－１Ⅱ－１－１３Ⅱ－５－１３

回転糸切りロクロナデロクロナデ１．５（５．６）（８．８）１/５皿土師質土器Ⅰ層I－１Ⅱ－１－１４Ⅱ－５－１４
回転糸切り（１．６）（７．２）－一部坏須恵器Ⅰ層E－４Ⅱ－１－１５Ⅱ－５－１５

白石産　１３C後半～１４C前半（４．５）－－一部鉢陶器Ⅰ層I－３Ⅱ－１－１６Ⅱ－５－１６
在地産　１３C後半～１４C（４．１）－－一部鉢陶器Ⅰ層I－２Ⅱ－１－１７Ⅱ－５－１７
常滑産－－－一部甕陶器Ⅰ層I－４Ⅱ－１－１８Ⅱ－５－１８

土層注記
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写真図版Ⅱ－２

西壁断面（東から）

SD1断面（東から）

SD1完掘状況（南から）

調査区全景（東から）

SX1断面（北から） SE1断面（西から）
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第３節　鴻ノ巣遺跡

１　遺跡の概要
鴻ノ巣遺跡は、宮城県仙台市宮城野区岩切字鴻ノ巣に所在する。ＪＲ仙台駅の北東約７．０㎞に位置し、七北田川右岸

の自然堤防上に立地する。今市遺跡に隣接し、遺跡の範囲は、七北田川に沿って、東西約１．０㎞ におよぶ。標高は約
８．０ｍほどである。
鴻ノ巣遺跡は、古墳時代から中世にわたる複合遺跡である。これまで宅地造成や河川改修工事、個人住宅建築など

に伴い、断続的に発掘調査が行われている。古墳時代には、中期に大規模な集落が営まれていたことが明らかとなっ
ており、古代でも、竪穴住居跡が検出されている。中世になると、陸奥国留守職の伊沢氏が留守氏を名乗り、その居
城を岩切城跡とした。この周辺には、中世の遺跡が濃密に分布している。松森城跡、東光寺城跡、化粧坂城跡、小鶴
城跡などの城館のほか、洞ノ口遺跡、新田遺跡などでは、大規模な屋敷跡が発見されている。鴻ノ巣遺跡では、１２世
紀代から１４世紀代の屋敷地が確認され、検出される遺構の主体を占める。このうち、１３世紀に属する遺構群は、『留守
家文書　弘安８年留守家廣譲状」』に記載がある冠屋市場もしくは河原宿五日市場の「北町・南町」に対応するとの指
摘もある。

２　第１４次調査
（１）調査要項
 遺 跡 名 鴻ノ巣遺跡（宮城県遺跡登録番号０１０３４）
 調 査 地 点 仙台市宮城野区岩切字鴻巣７９－９
 調 査 期 間 平成２４年９月１３日
 調査対象面積 ４６．８㎡
 調 査 面 積 １１．３㎡
 調 査 原 因 個人住宅建設工事
 担 当 職 員 主事　小泉博明　　文化財教諭　伊藤翔太　佐藤高陽
　

（２）調査地点と調査経過
対象地は、遺跡の中央部に位置する。確認調査は平成２４年９月１３日に行った。住宅建築範囲内に、東西２．４０ｍ、南
北４．７０ｍの調査区を設定し、重機により盛土および基本層Ⅰ層およびⅡ層を除去した。Ⅲ層上面で遺構検出作業を行

第Ⅱ－６図　鴻ノ巣遺跡第１４次調査地点と周辺既調査地点

ＪＲ東北本線

七北田川
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い、溝跡１条、土坑２基、ピット３基を検出した。調査終了後、重機により埋め戻しを行い、同日中に撤収した。

（３）基本層序
基本層は、大別６層、細別１０層を確認した。Ⅰ層は宅地に伴う盛土以前の畑地耕作土で、５層に細別される。Ⅱ層

は黒褐色を呈する粘土で、層底面に凹凸が認められ、基本層Ⅲ層起源のブロックを多く含む。層相から、水田土壌の
可能性がある。壁面の基本層の観察から遺構は、Ⅱ層上面で確認される。Ⅲ層は黄褐色を呈するしまりのある粘土で
ある。今回の調査における遺構検出面である。Ⅳ層からⅥ層は黒褐色および黄褐色を呈する粘土で、いずれもしまり
が強い。なお、今回の調査区には層厚約０．８０～０．９０ｍの盛土がある。

（４）発見遺構と出土遺物
遺構面は、Ⅱ層上面である。検出した遺構には、溝跡１条、土坑２基、ピット３基がある。

第１号溝跡　ＳＤ１
調査区西半部で検出した北西～南東方向の溝跡である。ＳＫ２土坑と重複し、これよりも新しい。検出長は３．８０ｍ
以上で、さらに調査区外へ延びる。規模は上端幅１．４０ｍ以上、下端は確認できなかった。深さ０．６０ｍ以上である。断
面形は不明であるが、確認した溝跡東壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は３層に細別され、炭化物など含む暗灰黄色、
黄灰色などの砂質シルト、粘土質シルトおよび粘土である。
遺物は出土していない。

第１号土坑　ＳＫ１
調査区南東部で検出した土坑である。ＳＫ２土坑と重複し、これよりも新しい。平面形は不明であるが、楕円形を

基調としたものとみられる。規模は、東西０．３５ｍ以上、南北０．７５ｍ以上で、深さ約０．４０ｍである。断面形は逆台形を
呈する。堆積土は３層に細別され、基本層Ⅱ層起源の粘土を含む黒褐色と暗褐色の粘土質シルトである。
遺物は出土していない。

第２号土坑　ＳＫ２
調査区南東部で検出した土坑である。ＳＤ１溝跡、ＳＫ１土坑と重複し、いずれよりも古い。平面形は不明である

が、円形もしくは楕円形を基調としたものとみられる。規模は、東西０．４０ｍ以上、南北０．４５ｍ以上で、深さ約０．４０ｍ
である。断面形は逆台形を呈するものとみられる。堆積土は２層に細別され、基本層Ⅱ層起源の粘土を含む暗褐色と
暗オリーブ褐色の粘土質シルトである。
遺物は出土していない。

ピット
調査区北半部で３基を検出した。平面形は楕円形を呈する。柱痕跡が認められたものはなく、建物跡が想定される

配置にはなっていない。堆積土はいずれも単層で、基本層Ⅱ層起源の粘土を含む暗褐色の粘土質シルトである。
遺物は出土していない。

備考土質土色マンセル層位
均質。水田耕作土。シルト灰オリーブ色５Y４/２Ⅰa
細砂を均質に含む。シルト暗灰黄色２．５Y４/２Ⅰｂ
炭化物を粒状にごく少量含む。シルトオリーブ褐色２．５Y４/３Ⅰｃ
炭化物を粒状に含み砂をごく少量含む。シルトオリーブ黒色５Y３/２Ⅰｄ
均質。シルト暗褐色１０YR３/４Ⅰｅ
褐灰色（１０YR５/３）粘土をブロック状にやや多く含む。粘土黒褐色１０YR２/２Ⅱ
畑地耕作土。白色の小礫をやや多く含む。粘土黄褐色２．５Y５/３Ⅲ

粘土黒褐色２．５Y３/２Ⅳ
粘土黄褐色２．５Y５/３Ⅴ
粘土黒褐色２．５Y３/１Ⅵ
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（５）遺構外出土遺物
遺物が出土していない。

（６）まとめ
今回の調査では、溝跡１条、土坑２基、ピット３基を検出した。いずれも部分的な検出および精査に留まり、出土

遺物もないことから、検出した遺構の性格や時期は不明である。また、周辺の調査で検出された遺構群との関連も明
らかにはできない。なお、これらの遺構に切られている基本層Ⅱ層は、層相から水田土壌である可能性がある。

SD１
備考土質土色マンセル層

炭化物を粒状をごく少量含む。砂質シルト暗灰黄色２．５Y４/２１
炭化物を粒状をごく少量含む。粘土質シルト黄灰色２．５Y４/１２
細砂を均質に含む。粘土暗褐色２．５Y３/３３

SK１
備考土質土色マンセル層

炭化物を粒状にごく少量含む。粘土質シルト暗褐色１０YR３/３１
黄褐色（２．５Y５/３）粘土を粒状に少量含む。粘土質シルト黒褐色２．５Y３/２２
黄褐色（２．５Y５/３）粘土を小ブロック状に少量含む。粘土暗灰黄色２．５Y４/２３

SK２
備考土質土色マンセル層

黄褐色（２．５Y５/３）粘土と炭化物を粒状に少量含む。粘土質シルト暗オリーブ褐色２．５Y３/３１
黄褐色（２．５Y５/３）粘土を粒状に含む。粘土質シルト暗褐色１０YR３/３２

P１
備考土質土色マンセル層

黄褐色（２．５Y５/３）粘土を粒状に少量含む。粘土質シルト暗褐色１０YR３/３１
P２

備考土質土色マンセル層
黄褐色（２．５Y５/３）粘土を小ブロック状に少量含む。粘土質シルト暗褐色１０YR３/３１

P３
備考土質土色マンセル層

黄褐色（２．５Y５/３）粘土を粒状と小ブロック状に若干含む。粘土質シルト暗褐色１０YR３/３１

土層注記
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第Ⅱ－７図　鴻ノ巣遺跡第１４次調査
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写真図版Ⅱ－３

調査区全景（北東から）

調査区全景（北から）

調査区南壁断面（北から）
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写真図版Ⅱ－４

SD1南壁断面（北から）

SD1溝跡（北から）

SK1・2（北西から）
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第１７次調査
（１）調査要項
 遺　 跡　 名 鴻ノ巣遺跡（宮城県遺跡登録番号０１０３４）
 調 査 地 点 仙台市宮城野区岩切字鴻巣７９番１
 調 査 期 間 平成２４年１月２３日～２４日
 調査対象面積 建築面積５２．１７㎡
 調 査 面 積 １７．０㎡
 調 査 原 因 個人住宅建築工事
 担 当 職 員 主事　及川謙作　　文化財教諭　川本剛史　佐藤洋平　

（２）調査地点と調査経過
対象地は、鴻ノ巣遺跡の中心部に位置し、北西隣地を第１次調査、西側隣地を第１３次調査、東側は１軒挟んだ先を

第１４次調査として報告している。確認調査は、平成２４年１月２３日に着手した。調査区は、建築範囲内にそれぞれ南北
５．０ｍ×東西３．０ｍ、さらに南側に南北２．５ｍ×東西０．８ｍの調査区を設定し、重機により盛土及び基本層Ⅰ層を除去し
た。基本層Ⅱ層上面で遺構検出作業を行い、性格不明遺構１基を検出した。調査終了後、重機により埋め戻しを行い
撤収した。

（３）基本層序
調査区内の盛土は０．４５ｍ程度で、本調査区では、基本層を４層確認した。

（４）発見遺構と出土遺物
今回の調査では、性格不明遺構１基を検出した。

第１号性格不明遺構　ＳＸ１
本調査区北東部に位置する。部分的な検出であり遺構全体の規模や形状が不明のため、性格不明遺構とした。検出

部分は円形を呈し、幅は２．９ｍ以上である。Ⅱ層上面から掘り込まれており、深さは０．８５ｍ以上で、底面までの完掘は
出来なかった。遺物は、石製品の一部、貝殻数枚が出土している。

（５）遺構外出土遺物
遺構外出土の遺物はない。

６まとめ
遺構面はⅡ層上面で、性格不明遺構１基を検出した。出土遺物が僅少なことと、底面まで調査できなかったため、

遺構の性格、年代を推定することはできなかった。第１次・第１３次・第１４次調査成果から、本調査区は旧河道の延長
に位置しており、河道の西岸の可能性もある。

土層注記

備考土質土色マンセル層位
耕作土。均質。シルト暗褐色１０YR３/４Ⅰ
暗褐色（１０YR３/４）シルトをブロック状に少量含む。砂質シルト褐色１０YR４/４Ⅱ
炭化物を粒状に少量含む。シルト黒褐色１０YR３/２Ⅲ
黒褐色（１０YR２/２）粘土と黄褐色（１０YR５/８）粘土をブロック状に少量含む。粘土にぶい黄褐色１０YR５/４Ⅳ

SX１
備考土質土色マンセル層

褐色（１０YR４/４）シルトをブロック状に少量含む。シルトにぶい黄褐色１０YR４/３１
黒褐色（１０YR３/２）粘土をブロック状に少量含む。シルト褐色１０YR４/４２
炭化物を粒状に少量含む。シルト暗褐色１０YR３/３３
暗褐色（１０YR３/３）粘土との互層。炭化物を粒状に少量含む。粘土黄褐色１０YR５/４４
にぶい黄褐色（１０YR５/４）粘土をブロック状に少量含み、炭化物を粒状に含む。粘土暗褐色１０YR３/３５
全体に炭多量含む粘土黒褐色１０YR２/３６
にぶい黄褐色（１０YR５/４）粘土をブロック状に少量含み、炭化物を粒状に多く含む。粘土黒褐色１０YR３/２７
炭化物を約２mm厚の層状に含む。粘土黒褐色１０YR２/３８
炭化物を粒状に少量含む。シルトにぶい黄褐色１０YR４/３９
にぶい黄褐色（１０YR５/４）粘土をブロック状をに少量含み、炭化物を粒状に少量含む。粘土質シルト暗褐色１０YR３/３１０
均質。粘土褐色１０YR４/４１１
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第Ⅱ－８図　鴻ノ巣遺跡第１７次調査
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SX1完掘（可能な深さで）状況
　　　　　　　　　　　　（南西から）

遺構検出状況（北から）

北壁セクション（南から）

写真図版Ⅱ－５
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４　第１８次調査
（１）調査要項
 遺　 跡　 名 鴻ノ巣遺跡（宮城県遺跡登録番号０１０３４）
 調 査 地 点 仙台市宮城野区岩切字鴻巣４２－４
 調 査 期 間 平成２４年１月３０日
 調査対象面積 ６６．２４㎡
 調 査 面 積 １９．８㎡
 調 査 原 因 個人住宅建築工事
 担 当 職 員 主事　廣瀬真理子　　文化財教諭　石山智之
　

（２）調査地点と調査経過
対象地は、鴻ノ巣遺跡の中央部西寄りにあり、第６次調査、第１６次調査、第１５次調査の南側に位置する。確認調査
は平成２４年１月３０日に行った。建築範囲内に、南北３．３ｍ×東西６．０ｍの調査区を設定した。重機により盛土・Ⅰ層を
除去後、基本層Ⅱ層上面で遺構検出作業を行った。その結果、ピット３基を検出した。遺物は発見されなかった。東
側に部分的に深堀をし、断面観察を行った。調査終了後、重機により転圧をかけながら埋め戻しを行い、即日撤収し
た。

（３）基本層序
基本層は大別３層、細別５層を確認した。盛土は約１１０㎝である。

（４）発見遺構と出土遺物
遺構面はⅡ層上面である。ピット３基を検出した。

ピット１
平面形は円形である。規模は約２８×２６㎝、断面形はＵ字形である。堆積土は黒色（１０ＹＲ２／１）の粘土質シルト
の単層である。遺物は出土していない。しまりが無く、比較的新しいものと思われる。

ピット２
平面形は円形である。規模は径３４㎝である。断面形はＵ字形である。堆積土は黒褐色（１０ＹＲ２／２）の粘土質シ

ルトの単層である。西壁でⅠｃ層に覆われていることを確認した。遺物は出土していない。

ピット３
平面形は円形である。規模は径２４㎝である。断面形はＵ字形である。堆積土は黒褐色（１０ＹＲ２／２）の粘土質シ

ルトの単層である。西壁でⅠｃ層に覆われていることを確認した。遺物は出土していない。

（５）遺構外出土遺物
遺物は出土しなかった。

（６）まとめ
今回の調査では、ピット３基を検出したが他の遺構、遺物は発見されなかった。北側隣地を調査した第１５次調査で

は、南側に延伸する遺構（ＳＸ１・ＳＤ１）があるが、本調査区はやや西側に位置しており、つながる遺構は検出で

備考土質土色マンセル層位
耕作土。シルト暗褐色１０YR３/３Ⅰa
耕作土。炭化物を粒状に少量含む。シルト黒褐色１０YR２/２Ⅰb
耕作土。シルト黒褐色１０YR２/３Ⅰc

粘土質シルトにぶい黄褐色１０YR４/３Ⅱ
粘土質シルト黒褐色１０YR３/２Ⅲ
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きなかった。ピットの性格や時期等については不明である。
遺構はⅡ層上面で、ピット３基を検出した。北側隣地を調査した第１５次調査では、南側に延伸する遺構（ＳＸ１・
ＳＤ１）があるが、本調査区はやや西側に位置しており、関連する遺構は検出できなかった。

P1
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P2

0 1ｍ
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第 18 次調査区配置図
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基本層柱状模式図

第Ⅱ－９図　鴻ノ巣遺跡第１８次調査
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写真図版Ⅱ－６

下層調査（南東から）

遺構完掘状況（東から）

西壁断面（東から）

調査区西壁断面（東から）

遺構検出状況（北東から）

ＳＤ１溝跡断面（東から）
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第４節　稲荷館跡

１　遺跡の概要
稲荷館跡は、仙台市宮城野区岩切字稲荷西に所在する。ＪＲ仙台駅の北東約７．０㎞に位置し、七北田川右岸の自然堤

防上に立地する。遺跡の範囲は、東西０．２５㎞、南北０．３０㎞ほどである。標高は約１０．０～１１．０ｍで、周辺の水田よりわ
ずかに高い。
文献上の稲荷館跡については、享保１３年（１７２８年）の『仙台領古城書立之覚』などに記載がある。『仙台領古城書立

之覚』では、館の範囲を東西１５０ｍ、南北７０ｍとし、周囲を堀に囲まれていたとある。城主については不明としながら
も、留守氏旧臣で近世初頭に新田開発や新道構築を行った兵藤信俊を参考に掲げている。
また、『仙台市文化財分布調査報告Ⅲ』では、館跡の北西辺に土塁が認められると記載がある。これらについては、
土地の改変が進んだこともあり、現在、確認することはできない。
１９８１年（昭和５６年）に遺跡の南部で行われた下水道工事に伴う調査では、館跡の南西部を区画するとみられる堀跡
が検出されている。その東側では井戸跡、土坑、ピットが検出され、館跡に伴う施設の可能性がある。この調査では、
１７世紀前期頃の陶器が出土しており、館跡の年代や廃絶時期を反映しているものとみられる。また、わずかではある
が、中世に属する可能性がある遺物も出土しており、遺構群の年代が中世にまで遡る可能性を示唆している。
一方、この調査以降、周辺の調査事例が少ないことから、検出された遺構群の明確な時期や館跡と関連を明らかに

するに至っていない。

第1次調査

c83年報告

第Ⅱ－１０図　稲荷館跡と第１次調査区位置図
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２　第１次調査
（１）調査要項
 遺　 跡　 名 稲荷館跡（宮城県遺跡登録番号０１２２４）
 調 査 地 点 仙台市宮城野区岩切字稲荷西３７－１、２
 調 査 期 間 平成２４年２月１３日
 調査対象面積 ２６１．６㎡
 調 査 面 積 ３６．３㎡
 調 査 原 因 個人住宅建築工事
 担 当 職 員 主事　小泉博明　　臨時職員　五十嵐愛
　

（２）調査地点と調査経過
対象地は稲荷館遺跡の南東部に位置する。過去に、岩切畑中遺跡『仙台市文化財調査報告第５０集　宮城県仙台市岩
切畑中遺跡－発掘調査報告書－：昭和５８年３月』として調査報告されている地点の北東側に位置している。確認調査
は平成２４年２月１３日に行った。住宅建築範囲内に東西３．０ｍ×南北１２．１ｍの調査区を設定し、重機により盛土および
基本層Ⅰ層（畑地耕作土）を除去後、基本層Ⅱ層上面で遺構検出作業を行った。その結果、溝跡１条を検出した。ま
た、基本層Ⅲ層上面でも遺構検出作業を行なったが、遺構・遺物の発見には至らなかった。調査終了後、重機により
輾圧をかけながら埋め戻しを行い、即日撤収した。

（３）基本層序
基本層は、盛土の下位に大別３層、細分別５層を確認した。調査区内の盛土は、平均して４０㎝前後である。
Ⅰ層は宅地化以前の畑耕作土で、３層に細分される。Ⅰａ層は調査区全域に分布し、層厚は３０㎝ほどである。Ⅰｂ
層は調査区西壁断面北側で確認し、層厚は最大で５㎝ほどである。Ⅰｃ層は調査区全域に分布する。炭化物や焼土を
粒状に含み、層厚は２０㎝前後である。Ⅱ層は調査区全域に分布し、Ⅲ層起源の土壌を斑状に含み、焼土および炭化物
を粒状に少量含む。層厚は最大３０㎝ほどである。Ⅲ層は粘土質シルトである。

（４）発見遺構と出土遺物
遺構面Ⅱ層上面、溝跡１条を検出した。遺物は遺構確認面から、陶器などが出土している。
　
第１号溝跡　ＳＤ１
調査区南部で検出した。平面の半分程度は南の調査区外で、また緩やかな弧を描いて西から南東の調査区外へ切れ

ていく。検出長は約１２．０ｍで、さらに調査区外へ延びる。一部の検出と部分的な調査であることから、規模は不明で
あるが、上端幅１．００ｍ以上で、深さは３０㎝以上である。断面形は明らかではないが、溝跡北壁は緩やかに立ち上がる。
堆積土は３層を確認した。Ⅲ層起源の砂質シルトを含む黒褐色などのシルトおよび粘土質シルトで、いずれも自然堆
積土とみられる。
遺物は、検出面から陶器などが出土しているが、遺構の時期決定に至るものではない。

（５）遺構外出土遺物
遺物はⅠ層から陶器などが出土した。

備考土質土色マンセル層位
均質。シルト暗褐色１０YR３/３Ⅰa
にぶい黄褐色（１０YR５/３）シルトをブロック状に含む。シルト暗褐色１０YR３/３Ⅰb
焼土、炭化物を粒状に少量含む。シルト暗褐色１０YR３/４Ⅰc
にぶい黄褐色（１０YR５/３）シルトを班状に含み、焼土、炭化物を粒状に少量含む。粘土質シルト灰黄褐色１０YR５/２Ⅱ
均質。粘土質シルトにぶい黄褐色１０YR５/３Ⅲ
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（６）まとめ
今回の調査では、Ⅱ層上面で溝跡１条を検出した。部分的な検出に留まることから、性格などを明らかにすること

はできなかった。ＳＤ１溝跡の時期は、出土遺物には陶器が含まれていることから、中世以降と考えられる。

土層注記
SD１

備考土質土色マンセル層
均質。シルト暗褐色１０YR３/４１
にぶい黄褐色（１０YR５/３）シルトをブロック状に少量含む。シルト黒褐色１０YR３/２２
にぶい黄褐色（１０YR５/３）シルトをブロック状に少量含む。粘土質シルト黒褐色２．５Y３/２３
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第1次調査区配置図
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第Ⅱ－１１図　稲荷館跡第１次調査
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写真図版Ⅱ－７

調査区西壁断面（東から）

遺構検出状況（北東から）

ＳＤ１溝跡断面（東から）



第Ⅱ章　宮城野区内の調査

２９

第５節　小鶴城跡

１　遺跡の概要
小鶴城跡は、ＪＲ仙台駅の北東約４．３㎞の宮城野区新田三丁目に所在する。七北田丘陵が平野部と接する地点にあ

たり、遺跡の東側に広がる後背湿地に突き出した舌状丘陵上に占地している。現況における標高は「伝上山」と呼ば
れる丘陵頂部で約１６ｍを測り、丘陵周辺の後背湿地との比高差は約１１ｍである。
文献上の小鶴城跡については、『安永風土記御用書出』や享保１３年（１７２８年）の『仙台領古城書立之覚』などに記載
がある。『仙台領古城書立之覚』には、「小鶴城、東西六十間、南北三十六間、右之城主名一切不相知候」とある。ま
た、『安永風土記御用書出』では、小鶴城を「古館」として記載し、「竪三十八間、横二十七間、先年、逸見丹波申御
方住居之由申伝候処、年号相知不申候、寛永十八年御竿答之節、右館畑ニ罷成候ニ付、当時何館申義共ニ知不申候事」
とあり、規模や城主、年代について記載されている。規模の記載については、本丸部分の規模を示すものとみられる
が、現地形からその地点を推定することはできない。城主については、『仙台領古城書立之覚』では不明となっている。
一方、『安永風土記御用書出』では城主を「逸見丹波」としている。逸見氏は留守景宗が伊達氏より入嗣した際に従っ
てきた家臣で、留守氏では宿老的な立場にあったという（天文１７年（１５４８年）『留守分限帳』）。また、留守景宗が国分
氏と争った際、佐藤三郎に小鶴城を守らせたと『留守氏家譜』（留守氏文書）に記されている。小鶴城の具体的な年代
の記載については、『安永風土記御用書出』が唯一とみられ、これによると、寛永１８年（１６４１年）の段階で城館は畑地
となっており、城の名称も不明となっている。
小鶴城跡では、これまで個人住宅建築や宅地造成に伴う発掘調査が断続的に行われている。城館主体部とみられる

丘陵西部で行われた第４次調査Ａ区では、小鶴城跡に関わるとみられる整地層や掘立柱建物跡などが検出されてい
る。また、丘陵斜面下で行われた発掘調査では、丘陵裾部を巡る大規模な溝跡を検出している。第１次調査では、丘
陵西側に確認できる土塁状の高まりと溝状の地表顕在遺構のさらに西側で溝跡２条などを検出し、三重に溝が巡る可
能性が指摘された。第２次調査以降の発掘調査でも、丘陵斜面直下と丘陵裾部に配置された溝跡が確認され、その位
置や規模から、小鶴城跡に関連する遺構と考えられている。

２　第８次調査
（１）調査要項
 遺　 跡　 名 小鶴城跡宮城県遺跡登録番号０１１９４）
 調 査 地 点 仙台市宮城野区新田三丁目３７番１１
 調 査 期 間 平成２４年２月６日～２月８日
 調査対象面積 ５８．０㎡
 調 査 面 積 １９．５㎡
 調 査 原 因 個人住宅建築工事
 担 当 職 員 主事　及川謙作　　文化財教諭　吉野信　　臨時職員　五十嵐愛
　

（２）調査地点と調査経過
対象地は、遺跡の南部に位置し、小鶴城跡の主郭とみられる丘陵の裾部にあたる。確認調査は平成２４年２月６日に

着手した。住宅建築範囲内に南北６．５ｍ×東西３．０ｍ×南北６．５ｍの調査区を設定して、重機により盛土を除去した。
基本層Ⅰ層上面およびⅡ層上面で遺構検出作業を行ったところ、溝跡が３条検出された。２月８日に調査区の埋め戻
しを行い、今回の調査を終了した。

３　基本層序
基本層は、盛土の下位に２層の基本層を確認した。Ⅰ層は黒褐色を呈する粘土質シルトで、酸化鉄を粒状に含み、

砂を微量に含む。ＳＤ１溝跡は本層上面で確認された。Ⅱ層はにぶい黄褐色を呈する砂で、酸化鉄を斑状に含み、灰
黄褐色の粘土をブロック状に含む。本層上面が、ＳＤ２溝跡およびＳＤ３溝跡の検出面である。なお、今回の調査地
点では、宅地造成に伴う層厚約１．７０～２．１０ｍの盛土がある。
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第６次

第７次

殿上山

第 2次

第 8次調査区

第 9次調査区

a

時代立地種別遺跡名番号時代立地種別遺跡名番号
古代丘陵斜面窯跡安養寺配水場前窯跡１２中世丘陵城館跡小鶴城跡１
奈良丘陵斜面窯跡小田原前田窯跡１３平安自然堤防散布地小鶴遺跡２
古代丘陵斜面窯跡神明社窯跡１４古墳丘陵斜面横穴墓善応寺東横穴墓群３
古代丘陵散布地神明社裏遺跡１５古墳丘陵斜面横穴墓善能寺横穴墓群４
古代丘陵斜面窯跡神明社東南麓南瓦窯跡１６古墳・奈良丘陵斜面窯跡燕沢公園窯跡５
古代丘陵斜面窯跡枡江遺跡１７古墳・奈良丘陵斜面窯跡大蓮寺窯跡６
平安丘陵斜面窯跡二の森窯跡１８古代丘陵斜面窯跡土手前瓦窯跡７
平安丘陵斜面散布地二の森遺跡１９古代丘陵斜面窯跡安養寺下瓦窯跡８
古代・近世丘陵斜面窯跡与兵衛沼窯跡２０平安丘陵斜面窯跡安養寺下囲瓦窯跡９
奈良丘陵斜面窯跡庚申前窯跡２１古代丘陵斜面窯跡安養寺中囲瓦窯跡１０

平安丘陵斜面窯跡安養寺囲瓦窯跡１１
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（４）検出遺構と出土遺物
遺構面はⅠ層上面とⅡ層上面である。検出された遺構は、総数で溝跡３条である。　

Ⅰ層上面は溝跡１条を検出した。
第１号溝跡　ＳＤ１
調査区南部に位置する東西方向の溝跡である。他の遺構との重複はない。一部の検出であるが、検出長は約１．３０ｍ
で、さらに調査区外東西へ延びる。上端幅０．８５ｍ以上、下端幅は不明である。深さ０．６０ｍ以上である。断面形は不明
であるが、壁はやや急に立ち上がる。堆積土は４層を確認した。堆積土最上部である１層は人為的埋土で、２層以下
は自然堆積土とみられる。
時期は、遺物が出土していないことから不明であるが、溝跡の延長方向と規模から、平成２２年度第４次調査で検出

された溝跡と一連の遺構と考えられる。

Ⅱ層上面では溝跡２条を検出した。
第２号溝跡　ＳＤ２
調査区中央部に位置する東西方向の溝跡である。検出長は約１．２０ｍで、さらに調査区外東西へ延びる。上端幅約

０．２０～０．３０ｍ、下端幅約０．１０～０．２０ｍで、深さ約０．１２ｍである。断面形は逆台形を呈し、壁は底面からやや急に立ち
上がる。堆積土は１層である。
遺物は出土していない。
時期については、遺物が出土していないことから不明である。

第３号溝跡　ＳＤ３
調査区中央部に位置する東西方向の溝跡である。検出長は約０．３０ｍで、さらに調査区外西へ延びる。上端幅約０．２０

ｍ、下端幅約０．１０ｍで、深さ約０．１０ｍである。断面形はＵ字形を呈する。堆積土は１層で自然堆積土である。
時期については、遺物が出土していないことから不明である。

（５）遺構外出土遺物
遺物の出土は無い。

（６）まとめ
今回の調査区は、小鶴城跡の主郭部とみられる丘陵南側にあたり、東西方向の溝跡が３条検出された。このうち、

ＳＤ１溝跡は、位置や方向から、平成２２年度調査の第４次調査で検出された溝跡と同じ遺構と考えられ、小鶴城に伴
う堀跡の可能性がある。時期については、いずれの溝跡からも出土遺物がないことから不明であるが、小鶴城跡の第
一次調査の成果から、丘陵裾部を巡る三重の堀に囲まれる可能性が指摘されており、ＳＤ１との関連性については、
今後の調査の進展に期待したい。

備考土質土色マンセル層位
酸化鉄）を斑状に含み、灰黄褐色（１０YR８/１）砂を微量含む。粘土質シルト黒褐色１０YR２/３Ⅰ
灰黄褐色（１０YR６/２）粘土をブロック状に少量含み、酸化鉄を斑状に含む。砂にぶい黄褐色１０YR５/４Ⅱ
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Ⅰ
Ⅱ
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ⅡⅡSD2

Ⅱ
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A 
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    6.0m

A

1/400
0 10m

第 8次調査区配置図

第Ⅱ－１４図　小鶴城跡第８次調査

写真図版Ⅱ－８

ＳＤ１
備考土質土色マンセル層位

酸化鉄を少量含み、黒色（１０YR２/１）粘土ブロックを少量含む　人為的埋土か砂質シルト明黄褐色１０YR６/６１
にぶい黄褐色（１０YR５/４）の砂ををブロック状に少量含む。粘土黒褐色１０YR３/２２
にぶい黄褐色（１０YR５/４）の砂をブロック状に含み、黒色（１０YR２/１）の粘土を少量含む。粘土質シルト灰黄褐色１０YR４/２３
にぶい黄褐色（１０YR５/４）の砂ををブロック状に少量含む。粘土黒褐色１０YR２/２４

SK１
備考土質土色マンセル層位

灰黄褐色（１０YR５/２）の砂質シルトをブロック状に少量含む。粘土質シルト灰黄褐色１０YR４/２１
SK２

備考土質土色マンセル層位
灰白色（１０YR７/１）の砂（φ２㎜）を微量含み、炭化物を粒状に微量含む。粘土質シルト黒褐色１０YR２/３１

遺構検出状況（北から）

西壁断面（東から）SD2・3検出状況（東から）

SD1完掘状況（東から）
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第Ⅲ章　若林区内の調査

第１節　概要

本件に係る若林区内で行われた調査は、表Ⅲ－１に示すとおりである。若林区内では第Ⅲ－１図のＡ・Ｂ二か所の
区域内で、４遺跡、１隣接地において、９件の調査を行っている。これらは第Ⅲ－２図のａ区域内南小泉遺跡、ｂ区
域内の沖野城跡などである。ここでは、南小泉遺跡第６９次（Ｈ２３－６５）・７０次（Ｈ２３－８５）・７１次調査（Ｈ２３－９２）、沖
野城跡第１２次調査（Ｈ２３－９５）、第１４次調査（Ｈ２３－９４）の成果を報告する。

表Ⅲ－１　若林区内の調査一覧

届出等№備考調査期間調査面積対象面積遺跡名№
H２３ １０６－２３１第６９次１月１０日～１月１３日３４．３㎡９４．１９㎡南小泉遺跡２３－６５
H２３ １０６－３１２１月３０日１９．５㎡９７．６３㎡中在家南遺跡２３－８４
H２３ １０６－３０８第７０次１月２４日～１月２５日２４．６㎡５９．６２㎡南小泉遺跡２３－８５
H２３ １０６－２７７２月２４日２４．０㎡８８．４５㎡薬師堂東遺跡隣接地２３－８８
H２３ １０６－３４６第７１次２月６日～２月９日１２．１㎡１０７．４４㎡南小泉遺跡２３－９２
H２３ １０６－３１３３月８日１５㎡７６．３２㎡沖野城跡２３－９３
H２３ １０６－３５６第１４次２月２０日４０．１２㎡１５５．８６㎡沖野城跡２３－９４
H２３ １０６－３６０第１２次２月２８日３１．６２㎡１０５．２２㎡沖野城跡２３－９５
H２４ １２２－２６５月１４日１４．１㎡７５．７㎡押口遺跡２４－１０

七北田川

名取川

若林区

青葉区

太白区

宮城野区

多賀城市

村田町　
名取市 名取川

若林区

宮宮城野区

名取市

A

第Ⅲ－１図　若林区と遺跡位置図の位置
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第２節　南小泉遺跡

１　遺跡の概要
南小泉遺跡は、宮城県仙台市若林区南小泉、遠見塚、古城、霞ノ目に所在する。ＪＲ仙台駅の南東約＊㎞に位置し、

広瀬川左岸の自然堤防上に立地する。遺跡の範囲は、東西約２．０㎞、南北約１．０㎞におよぶ。標高は７．０～１４．０ｍほどで
ある。南小泉遺跡は、縄文時代から近世までの複合遺跡である。これまでに６８次におよぶ発掘調査の他、個人住宅建
築などに伴う発掘調査が断続的に行われている。
縄文時代では、晩期の大洞Ａ式縄文土器、剥片石器、礫石器が出土した遺物包含層が検出されている。
弥生時代では、土器棺墓がある。集落の発見には至っていないが、多くの遺物が出土している。遺物には、弥生時

代前期から後期の土器、石包丁、石斧、石鏃などの石器がある。
古墳時代には、古墳時代中期から後期にあたる集落跡が発見されている。また、南小泉遺跡の範囲内や周辺には、

国指定である遠見塚古墳をはじめ、法領塚古墳、猫塚古墳などが分布している。
古代になると、奈良時代に遺跡の北側に陸奥国分寺や国分尼寺が造営される。遺跡内では、奈良時代末から平安時

第Ⅲ－２図　南小泉遺跡・沖野城遺跡の位置と周辺の遺跡

表Ⅱ－１　宮城野区内の調査一覧
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時代立地種別遺跡名番号
弥生～近世自然堤防集落跡・屋敷跡南小泉遺跡１
中世自然堤防城館跡沖野城跡２
古代・中世・近世自然堤防集落跡・屋敷跡養種園遺跡３
古墳（後期）自然堤防円墳蛇塚古墳４
古墳（後期）自然堤防円墳猫塚古墳５
古墳（前期）自然堤防前方後円墳遠見塚古墳６
古代・中世自然堤防集落跡保春院前遺跡７
古墳・平安～近世自然堤防城館跡・円墳・集落跡若林城跡８
古代自然堤防条理遺構仙台東郊条里跡９
古代自然堤防包含地中在家遺跡１０

弥生～中世自然堤防・後背湿地土器棺墓・土抗墓・方形周溝墓・河川
跡・水田跡中在家南遺跡１１

古墳（終末期）自然堤防円墳法領塚古墳１２
古墳、古代自然堤防散布地砂押Ⅰ遺跡１３
古代自然堤防建物跡・河川跡・包蔵地神柵遺跡１４
弥生・古墳・古代自然堤防散布地中柵西遺跡１５
古墳・古代自然堤防散布地砂押Ⅱ遺跡１６
縄文～奈良（初）自然堤防・後背湿地官衙跡・寺院跡・包含地郡山遺跡１７
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遺跡となっている。また、南小泉遺跡の範囲内や周辺には、国指定である遠見塚古墳をはじめ、法領塚古墳、猫塚古
墳などが分布している。
古代になると、奈良時代に遺跡の北側に陸奥国分寺や国分尼寺が造営される。遺跡内では、奈良時代末から平安時

代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡が増加し、９世紀代を中心とする集落が認められる。
中世には、遺構の分布は遺跡の西部で顕著になる。１２世紀から１６世紀にかけて、土塁や区画溝を伴う屋敷や城跡が

検出されている。このうち、第１６次調査で検出された城館とその周辺に散在する屋敷跡は、『仙台領古城書立之覚』の
中にある小泉村の「古城」である可能性がある。
近世では、若林城跡に関係する遺構群がある。寛永４年（１６２７年）の若林城の造営にあわせて区割りされた町並み

と考えられ、家臣、町人の居住域となっている。溝で画された屋敷地の発掘調査では、掘立柱建物、井戸、土坑、土
塀などが検出されている。

２　第６９次調査
（１）調査要項
 遺　 跡　 名 南小泉遺跡（宮城県遺跡番号登録０１０２１）
 調 査 地 点 仙台市若林区遠見塚一丁目３６番
 調 査 期 間 平成２４年１月１０日～１３日
 調査対象面積 ９４．２㎡
 調 査 面 積 ３４．３㎡
 調 査 原 因 個人住宅建築工事
 担 当 職 員 主事　廣瀬真理子　　文化財教諭　石山智之
　
２　調査地点と調査経過
対象地は、南小泉遺跡の中央部南寄りに位置する。調査は平成２４年１月１０日に着手した。住宅建築範囲内に、南北

３．０ｍ×東西８．６ｍのトレンチを設定し、重機により盛土および基本層Ⅰ層およびⅡ層を除去した。基本層Ⅲ層上面で
人力により遺構検出作業を行い、竪穴住居跡、溝跡、土坑、ピット等を検出した。調査では、当初、設定した調査区
の調査終了後、竪穴住居跡の北東隅の検出を目的に調査区西北端部を２．０ｎ×２．０ｍの範囲で調査区を拡張している。
１月１３日に拡張区を含む調査区の埋め戻しが完了し、今回の調査を終了した。

（３）基本層序
基本層は、大別３層、細別５層を確認した。Ⅰ層は宅地化以前の畑地耕作土で、３層に細別される。Ⅱ層は黒褐色

を呈する粘土質シルトである。Ⅲ層は褐色の粘土質シルトである。Ⅱ層上面とⅢ層上面が遺構面である。なお、今回
の調査区には、宅地化に伴う層厚約０．４０ｍの盛土がある。

（４）発見遺構と出土遺物
遺構面はⅡ層上面とⅢ層上面である。検出された遺構は総数で＜竪穴住居跡１軒、溝跡９条、土坑５基、焼土遺構

１基、ピット６基である。出土遺物には土師器、ロクロ土師器、須恵器がある。

Ⅱ層上面では、溝跡１条、ピット１基を検出した。
第７号溝跡　ＳＤ７
調査区東部に位置する南北方向の溝跡である。Ｐ１と重複し、これよりも古い。検出長は約２．８０ｍである。規模は

上Ⅱ層上面では、溝跡１条、ピット１基を検出した。

備考土質土色層位
シルト１０YR４/２灰黄褐色シルトⅠa
シルト１０YR３/３暗褐色シルトⅠb
シルト１０YR２/３黒褐色シルトⅠc

粘土質シルト１０YR３/３暗褐色粘土質シルトⅡ
黒褐色（１０YR２/２）粘土質シルトを粒状に少量含む。粘土質シルト１０YR４/６褐色粘土質シルトⅢ
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第７号溝跡　ＳＤ７
調査区東部に位置する南北方向の溝跡である。Ｐ１と重複し、これよりも古い。検出長は約２．８０ｍである。規模は

上端幅０．７５ｍ以上、下端幅０．４５ｍ以上で、深さ約０．６５ｍである。断面形が逆台形を呈するものとみられる。堆積土は
単層で、均質な褐色の粘土質シルトである。
遺物は出土していない。

ピット１
調査区西部に位置するピットである。平面形は楕円形を呈し、規模は、径０．３０ｍ、深さ０．１５ｍほどである。柱痕跡

は確認されなかった。堆積土は単層で、暗褐色の粘土質シルトである。
遺物は出土していない。

Ⅲ層上面では、溝跡１条、ピット１基を検出した。
第１号竪穴住居跡　ＳＩ１
調査区西部に位置する竪穴住居跡である。ＳＤ４溝跡、ＳＫ１５土坑と重複し、ＳＤ４溝跡よりも新しく、ＳＫ１５土

坑よりも古い。平面形は隅丸方形を基調とするものとみられる。規模は、東西１．２０ｍ以上、南北４．６０ｍ以上である。
掘方埋土を床面とし、一部に貼床が認められる。壁は床面からほぼ垂直に立ち上がり、壁高は床面から約０．２０ｍであ
る。住居内堆積土は６層に細別され、カマド周辺の床面には、炭化物主体層が認められる。カマドは住居東辺に付設
され、燃焼部が住居東辺から張り出す形態となっている。燃焼部、煙道、煙出しピットが残存するが、側壁は確認さ
れていない。燃焼部の規模は、長軸１．００ｍ、短軸０．７５ｍである。住居東辺から張り出した燃焼部の壁面には、被熱に
よる赤変硬化が顕著であるが、住居側の燃焼部の底面には、赤変硬化が認められない。燃焼部底面から約０．１０ｍの段
がついて、煙道に接続する。煙道の検出長は約１．０５ｍで、上端幅は０．３０～０．４５ｍである。一部に天井部が残存する。
煙出しピットは長軸約０．３０ｍ、短軸約０．２５ｍの楕円形を呈し、深さ約０．４０ｍである。カマド、煙道および煙出しピッ
トの堆積土は５層に細別される。主柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されていない。遺物は、堆積土１層から土師器坏２点・
高坏１点・甕９２点、ロクロ土師器甕６２点・甕１点が、煙道堆積土から土師器甕５点、須恵器坏１点が、カマド崩落土
からロクロ土師器坏１点、カマドおよび煙道堆積土から土師器甕１７点、ロクロ土師器坏３点、甕１０２点（同一個体２点
以上）、須恵器坏１点・甕２点が、カマド前の床面からロクロ土師器坏１点が、掘方埋土からロクロ土師器甕４点が出
土している。このうち、堆積土１層出土のロクロ土師器坏１点（第Ⅲ－６図６）・甕２点（第Ⅲ－６図２・７）、カマ
ド堆積土出土のロクロ土師器坏１点（第Ⅲ－６図５）、カマド・煙道堆積土出土のロクロ土師器甕３点（第Ⅲ－６図
１・３・４）を図示した。

第２号土坑　ＳＫ２
調査区西部に位置する土坑である。ＳＫ１４土坑と重複し、これよりも古い。平面形は不整楕円形を呈する。規模

は、長軸０．６０ｍ以上、短軸約０．４０ｍで、深さ４～８㎝である。断面形は浅い皿状を呈する。底面には被熱のため、赤
変硬化が認められる。堆積土は単層で、焼土を含む暗褐色の粘土質シルトである。

第３号溝跡　ＳＤ３
調査区東部に位置する南北方向の溝跡である。ＳＤ４溝跡と重複し、これよりも新しい。検出長は約２．９０ｍであ
る。規模は、上端幅０．９０ｍ、下端幅０．４０ｍで、深さ約０．３０ｍである。断面形は逆台形状を呈する。堆積土は２層に細
分され、基本層Ⅲ層粒状に含む暗褐色の粘土質シルトである。
遺物は土師器甕が１点出土している。体部の小破片で、図示していない。

第４号溝跡　ＳＤ４
調査区中央部に位置する東西方向の溝跡である。ＳＩ１竪穴住居跡、ＳＤ３溝跡、ＳＤ７溝跡、ＳＫ１６土坑、Ｐ１
～６と重複し、Ｐ６よりも新しく、ＳＩ１竪穴住居跡、ＳＤ３溝跡、ＳＤ７溝跡、ＳＫ１６土坑、Ｐ１～５よりも古い。
検出長は約７．８０ｍである。規模は、上端幅０．３０～０．４０ｍ、下端幅０．１０～０．２０ｍで、深さは約０．０５～０．２５ｍで、底面は
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東から西に向かって傾斜している。断面形は逆台形状を呈する。堆積土は単層で、褐色の粘土質シルトである。
遺物は土師器高坏１点・甕１点が出土している。いずれも小破片で、図示していない。

第６号土坑　ＳＫ６
調査区西部に位置する土坑である。他の遺構との重複はない。平面形は不整楕円形を呈する。規模は、長軸約０．６５

ｍ、短軸約０．５０ｍで、深さ約０．３０ｍである。堆積土は２層に細分され、黒褐色の粘土質シルトである。２層は多量の
灰を含む。
遺物は１層から土師器甕３点、ロクロ土師器坏５点・高台坏１点・甕２点、２層からロクロ土師器坏１点が出土し

ている。このうち、ロクロ土師器坏２点（第Ⅲ－６図８・９）を図示した。

第８～１２、１６号溝跡　ＳＤ８～１２、１６
調査区中央～西部に分布する東西方向の溝跡群である。規模は、上端幅約０．１０～０．２５ｍ、下端幅約０．０５～０．１５ｍで、

深さ０．０５ｍほどである。断面形はいずれも浅い皿状を呈する。堆積土は単層で、黒褐色の粘土質シルトである。
遺物は、ＳＤ８溝跡から土師器甕１点、大戸産とみられる須恵器長頸瓶１点出土している。いずれも小破片で、図

示できるものはない。

第１３～１５号土坑　ＳＫ１３～１５
調査区西部に位置する土坑群である。平面形は不整形を呈する。規模は、長軸約０．５０～０．７０ｍ、短軸約０．２０～０．３０
ｍで、深さ約０．２０ｍである。底面は凹凸が著しい。遺物は出土していない。

ピット２～６
５基検出した。平面形は円形、楕円形を呈する。平面形は円形、楕円形を基調とする。規模は、径０．３０～０．４０ｍ、

深さ０．１５ｍほどである。柱痕跡等を確認できたものはない。堆積土はいずれも単層で、暗褐色および黒褐色の粘土質
シルトである。遺物は出土していない。

（５）遺構外出土遺物
基本層Ⅰ～Ⅲ層から土師器甕３７点、ロクロ土師器坏５点・甕８点、須恵器坏２点・甕５点、平瓦１点が出土してい
る。このうち、土師器甕２点（第Ⅲ－６図１０、第Ⅲ－７図２）須恵器坏１点（第Ⅲ－７図１）を図示した。検出面か
ら土師器甕３５点、ロクロ土師器坏３点・甕６点、須恵器甕１点している。いずれも小破片で、図示したものはない。

（６）まとめ
今回の調査では、竪穴住居跡１軒、溝跡９条、土坑５基、焼土遺構１基、ピット６基を検出した。
基本層Ⅱ層上面では、溝跡１条、ピット１基を検出した。ＳＤ１溝跡は一部の検出であること、出土遺物がないこ

とから、規模や性格、時期は不明である。
基本層Ⅲ層上面では、竪穴住居跡１軒、溝跡８条、土坑５基、底面に焼土を検出した土坑１基、ピット５基を検出

した。竪穴住居跡は、そのほとんどが調査区外に延びるため、詳細は不明であるが、煙道および煙出ピットを検出し
た。カマド構築土は確認できなかったが、基本層Ⅲ層の削りだしである可能性がある。遺物は、堆積土から土師器が
出土している。確認できたものはすべてロクロ土師器であり、この住居跡の時期は平安時代と考えられる。なお、当
竪穴住居跡の東側に位置するＳＫ６土坑は、位置や状況から、本竪穴住居跡に伴う煙道もしくは煙出しピットの一部
である可能性がある。
今回の調査で検出した遺構の大半が、性格や出土遺物から時期を明らかにすることはできない。ＳＤ４溝跡および

Ｐ６は、平安時代に属するＳＩ１竪穴住居跡よりも古い。また、ＳＤ８～１２、１６溝跡、ＳＫ１３～１５土坑は、状況から、
畑耕作に伴う小溝状遺構群：耕作痕の可能性がある。



第Ⅲ章　若林区内の調査

３９

遺物観察表

SI１
備考土質土色層位

住居内堆積土。焼土、炭化物、黄褐色シルトを粒状ごく少量含む。粘土質シルト１０YR３/４暗褐色粘土質シルト１
住居内堆積土。黄褐色シルトを粒～ブロック状に多く含む。粘土質シルト１０YR３/３暗褐色粘土質シルト２
住居内堆積土。焼土を小ブロック状にごく少量含む。粘土質シルト１０YR３/４暗褐色粘土質シルト３
住居内堆積土。焼土、炭化物、黄褐色シルトを粒状に少量含む。粘土質シルト１０YR３/４暗褐色粘土質シルト４
住居内堆積土。焼土をブロック状に、炭化物を粒状に多く含み、灰をごく少量含む。粘土質シルト１０YR３/２黒褐色粘土質シルト５
カマド・煙道堆積土。焼土を粒～ブロック状に、炭化物と黄褐色（２．５Y５/３）シルトを粒状に多く含む。粘土質シルト１０YR３/２黒褐色粘土質シルト６
カマド・煙道堆積土。焼土を粒状に多く含む。粘土質シルト１０YR２/３黒褐色粘土質シルト７
カマド・煙道堆積土。炭化物を粒～ブロック状に多く含む。粘土質シルト１０YR４/４褐色粘土質シルト８
煙出しピット堆積土。炭化物を多く含み、焼土と黄褐色（２．５Y５/３）シルトを粒状に少量含む。粘土質シルト１０YR２/３黒褐色粘土質シルト９
炭化物、焼土をごく少量含み、黄褐色（２．５Y５/３）シルトを粒～ブロック状にやや多く含む。粘土質シルト１０YR３/３暗褐色粘土質シルト１０
住居機能時堆積土。炭化物主体層。粘土質シルト１０YR２/２黒褐色粘土質シルト１１
貼床。しまりが強く、硬化。粘土質シルト１０YR４/３にぶい黄褐色粘土質１２
掘方埋土。基本層Ⅲ層主体とする層。暗褐色の粘土質シルトをブロック状に多量含む。粘土質シルト１０YR４/６褐色粘土質シルト１３

SK２
備考土質土色層位

焼土をブロック状にやや多く含む。粘土質シルト１０YR３/４暗褐色粘土質シルト１
SD３

備考土質土色層位
褐色（１０YR４/６）粘土質シルトを粒状にごく少量含む。粘土質シルト１０YR３/３暗褐色粘土質シルト１
褐色（１０YR４/６）粘土質シルトを粒状に多く含む。粘土質シルト１０YR３/３暗褐色粘土質シルト２

SD４
備考土質土色層位

褐色（１０YR４/６）粘土質シルトをブロック状に多く含む。粘土質シルト１０YR４/４褐色粘土質シルト１
SK６

備考土質土色層位
粘土質シルト１０YR３/２黒褐色粘土質シルト１

灰を多く含む。粘土質シルト１０YR３/２黒褐色粘土質シルト２
SD７

備考土質土色層位
均質。砂質強い。粘土質シルト１０YR４/６褐色粘土質シルト１

特徴・備考
調整法量（㎝）

残存器種種別出土
層位

出土
遺構

登録
番号

写真
番号

掲載
番号 底内外厚幅長

ロクロナデロクロナデ（６．５）－（２６．２）一部甕土師器カマド煙道堆積土SI１D－８Ⅱ－１－１Ⅲ－６－１
ロクロナデロクロナデ（６．８）－（２４．０）一部甕土師器１層SI１D－４Ⅱ－１－２Ⅲ－６－２
ロクロナデロクロナデ　ヘラケズリ（１３．８）－（２０．５）一部甕土師器カマド煙道堆積土SI１D－７Ⅱ－１－４Ⅲ－６－３
ロクロナデロクロナデ（６．５）－（２４．０）一部甕土師器カマド煙道堆積土SI１D－９Ⅱ－１－３Ⅲ－６－４

ヘラミガキ　黒色処理ロクロナデ（３．５）－（１３．０）一部坏土師器カマド崩落土SI１D－６Ⅱ－１－５Ⅲ－６－５
ヘラミガキ　黒色処理ロクロナデ（３．８）－（１３．２）一部坏土師器１層SI１D－３Ⅱ－１－６Ⅲ－６－６
ロクロナデ　ヘラナデヘラケズリ（４．４）（６．４）－一部甕土師器１層SI１D－５Ⅱ－１－７Ⅲ－６－７
ヘラミガキ　黒色処理ロクロナデ（３．８）－（１２．６）一部坏土師器２層SK６D－１１Ⅱ－１－８Ⅲ－６－８

回転糸切りヘラミガキ　黒色処理ロクロナデ（２．３）（５．０）－一部坏土師器１層SK６D－１０Ⅱ－１－９Ⅲ－６－９
ロクロナデ　ヘラナデロクロナデ　ヘラケズリ（１２．７）－（２５．４）一部甕土師器Ⅰ・Ⅱ層D－１Ⅱ－１－１２Ⅲ－６－１０

ヘラ切りロクロナデロクロナデ（１．３）（７．０）－一部坏須恵器Ⅰ・Ⅱ層E－１Ⅱ－１－１０Ⅲ－７－１
回転糸切りロクロナデロクロナデ（２．０）（７．２）－一部甕土師器Ⅰ・Ⅱ層D－２Ⅱ－１－１１Ⅲ－７－２

５．６７．４７．３擦石石器１層K－１Ⅱ－１－１４Ⅲ－７－３
２．１－－一部平瓦瓦Ⅰ・Ⅱ層H－１Ⅱ－１－１３

土層注記
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第Ⅲ－４図　南小泉遺跡第６９次調査
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第Ⅲ－６図　出土遺物１
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第Ⅲ－７図　出土遺物２

写真図版Ⅲ－１　出土遺物
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写真図版Ⅲ－２

遺構検出状況（東から）

遺構検出状況（西から）

西半部遺構完掘状況（東から）

遺構検出状況（北東から）

ＳＤ１溝跡断面（東から）
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写真図版Ⅲ－３

遺構検出状況（東から）

遺構検出状況（西から）

西半部遺構完掘状況（東から）SI1検出状況（北から）

東半部全景（西から）

西壁断面（北東から）
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写真図版Ⅲ－４

SI1ベルト南壁断面（北西から）

SI1カマド完掘状況（西から）

遺構検出状況（北東から）

ＳＤ１溝跡断面（東から）

SI1床面検出状況（北から）
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写真図版Ⅲ－５

調査区西壁断面（東から）

遺構検出状況（北東から）

ＳＤ１溝跡断面（東から）

SI1カマド埋土物検出状況（西から）

SK6 （北東から）

SI1カマド内遺物検出状況埋土
                        （北西から）
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３　第７０次調査
（１）調査要項
 遺　 跡　 名 南小泉遺跡（宮城県遺跡番号登録０１０２１）
 調 査 地 点 仙台市若林区遠見塚１丁目４２番７
 調 査 期 間 平成２４年１月２４日～２５日
 調査対象面積 ５９．６㎡
 調 査 面 積 ２４．６㎡
 調 査 原 因 個人専用住宅建築工事
 担 当 職 員 主事　廣瀬真理子　　文化財教諭　石山智之
　

（２）調査地点と調査経過
対象地は、南小泉遺跡の中央部南寄りに位置する。確認調査は平成２４年１月２４日に着手した。建築範囲内に、東西

８．２ｍ、南北３．０ｍのトレンチを設定し、重機により盛土および基本層Ⅰ層とⅡ層を除去した。遺構検出作業は人力に
より基本層Ⅲ層上面で行った。その結果、溝跡１条、土坑３基、性格不明遺構１基、ピット６基を検出した。１月２４
日に調査区の埋め戻しを行い、今回の調査を終了した。

（３）基本層序
基本層は、大別３層、細別４層の基本層を確認した。Ⅰ層は宅地化以前の畑耕作土である。Ⅱ層は２層に細別され、

畑耕作土もしくは畑耕作に伴う天地返しなどと考えられる。Ⅲ層は黄褐色を呈する粘土質シルトで、暗褐色の粘土質
シルトをブロック状に少量含む。なお、今回の調査地点には、宅地化に伴う約０．３０～０．４０ｍの盛土がある。

（４）発見遺構と出土遺物
遺構面はⅢ層上面である。溝跡１条、土坑３基、性格不明遺構１基、ピット５基を検出した。遺物は、基本層およ

び遺構堆積土から土師器、須恵器、石器が出土している。

第１号溝跡　ＳＤ１
調査区中央部に位置する南北方向の溝跡である。ＳＸ３性格不明遺構と重複し、それよりも新しい。検出長は約

２．７０ｍで、さらに調査区外南北へ延びる。規模は、上端幅約０．８０ｍ、下端幅約０．６０ｍ、深さ約０．５０ｍである。断面形
は逆台形を呈する。堆積土は４層に細別される。黄褐色の粘土質シルトをブロック状などに含む暗褐色、暗褐色など
のシルト、粘土質シルトで、いずれも自然堆積層である。
遺物は、１層から土師器高坏５点・甕２４点、須恵器甕１点、２層から土師器坏１点・甕１６点、ロクロ土師器甕１点、

３層から土師器高坏１点・甕４点、石器１点が出土している。このうち、土師器壷１点（第Ⅲ－９図４）と須恵器甕
１点（第Ⅲ－９図２）を図示した。第Ⅲ－９図４は口縁部で、外反する。内面調整はヨコナデのちヘラミガキである。
第Ⅲ－９図２は体部で、外面に平行タタキがみられる。第Ⅲ－９図５は下端に刃部加工のあるスクレイパーである。
時期については、出土遺物から明らかにすることはできない。

第２号土坑　ＳＫ２
調査区西部に位置する土坑である。他の遺構との重複はない。平面形は楕円形を呈し、規模は長軸約０．４０ｍ、短軸

約０．３５ｍで、深さ約０．３０ｍである。断面形は箱状を呈する。堆積土は２層に細別される。炭化物を含む暗褐色と褐色
の粘土質シルトで、いずれも自然堆積土とみられる。
遺物は、１層から土師器坏１点（第Ⅲ－９図１）が出土している。底部は丸底で、口縁部は内面に屈曲する。外面

調整は口縁部がヨコナデのちヘラミガキ、体部がヘラケズリのちヘラミガキである。内面調整はヘラミガキである。

備考土質土色マンセル層位
耕作土。酸化鉄を多量に含む。シルト暗褐色１０YR３/４Ⅰ
耕作土。均質。シルト褐色１０YR４/４Ⅱa
暗褐色（１０YR３/３）粘土質シルトを巻き込む。シルト褐色１０YR４/４Ⅱb
暗褐色（１０YR３/３）粘土質シルトをブロック状に少量含む。粘土質シルト黄褐色１０YR５/６Ⅲ
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器形などの特徴から、仙台平野の土器編年において、古墳時代中期の南小泉式～引田式に比定される（仙台市教育委
員会２００４）。

第４号土坑　ＳＫ４
調査区北部に位置する土坑である。他の遺構との重複はない。平面形は円形を呈する。規模は、径０．５０ｍほどで、

深さ約０．３０ｍである。断面形はＵ字状を呈する。堆積土は単層で、黄褐色の粘土質シルトを粒状に多量に含む褐色の
粘土質シルトである。
遺物は土師器坏１点・甕５点が出土している。いずれも体部の破片資料である。図示したものはない。

第５号土坑　ＳＫ５
調査区北部に位置する土坑である。他の遺構との重複はない。一部の検出であるが、平面形は不整形を呈するもの

とみられる。規模は、東西約０．８５ｍ、南北０．５０ｍ以上で、深さ約０．２０ｍである。断面形は逆台形を呈する。堆積土は
単層で、褐色の粘土質シルトをブロック状に多く含む暗褐色の粘土質シルトである。
遺物は出土していない。

第３号性格不明遺構　ＳＸ３
調査区中央部に位置する性格不明遺構である。ＳＤ１溝跡と重複し、それよりも古い。一部の検出であることか

ら、平面形は不明であるが、方形を基調としたものとみられる。規模は、東西３．５ｍ、南北１．０ｍ以上である。深さ約
０．１０～０．２０ｍである。壁は基本層Ⅱ層の削平を受けていることから不明瞭である。堆積土は２層に細別される。１層
は暗褐色の粘土質シルトで、調査区南壁断面で確認した。層厚２～４㎝ほどで、非常にしまりが強い。２層は褐色の
粘土質シルトをブロック状に多量含む黄褐色の粘土質シルトである。基本層Ⅲ層に非常によく似る人為的埋土であ
る。また、東壁際にやや壁が立つＰ１を検出している。平面形は不整形を呈する。規模は、東西約０．５０ｍ、南北約
０．３０ｍ以上で、深さはＳＸ３性格不明遺構の底面から約０．２５ｍである。堆積土は２層に細別される。性格は不明であ
るが、堆積土がＳＸ３性格不明遺構２層と類似することから、一連の堆積土である可能性がある。
このＳＸ３性格不明遺構は、平面形が方形を基調とすること、堆積土が人為的埋土とみられ、状況が竪穴住居跡の

掘方埋土に類似することから、床面が削平された竪穴住居跡の可能性がある。
遺物は、２層から土師器甕５点、Ｐ１から土師器甕３点が出土している。いずれも体部の破片で、図示できるもの

はない。

ピット
５基検出した。規模は径２０～２５㎝程度で、深さ約１０～１５㎝である。Ｐ３・５はＳＸ３性格不明遺構と重複し、いず

れもこれよりも新しい。また、Ｐ２・３・４・５では、径１５㎝ほどの円形を呈する柱痕跡を確認した。
遺物は、Ｐ１から土師器甕１点、須恵器甕１点が出土している。いずれも体部の小破片である。Ｐ４から土師器甕

１点、須恵器甕１点（第Ⅲ－９図３）が出土している。いずれも破片資料である。第Ⅲ－９図３は体部の破片で、外
面に平行タタキがみられる。

（５）遺構外出土遺物
基本層Ⅱ層から土師器坏１点・甕１０点が、遺構検出面から土師器甕１点が出土している。いずれも破片資料で、全

体の器形を把握できるものはなく、図示はしていない。

（６）まとめ
今回の調査では、溝跡１条、土坑３基、性格不明遺構１基、ピット５基を検出した。ＳＫ２土坑１層からは、古墳

時代中期のほぼ完形の土師器坏が出土している。堆積土上層からの出土であるが、ＳＫ２土坑が５世紀代に遡る可能
性がある。ＳＸ３性格不明遺構は、平面形や堆積土の状況などから、削平を受けた竪穴住居跡の可能性がある。年代
については、出土遺物にロクロ土師器が伴わないことから、８世紀代以前の年代の可能性がある。
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土層注記

掲載遺物一覧

特徴・備考
調整法量（㎝）

残存器種種別出土
層位

出土
遺構

登録
番号

写真
番号

掲載
番号 底内外厚幅長

ヘラミガキヘラケズリ　ミガキ５．５－１３．６ほぼ完形坏土師器１層SK２C－３Ⅲ－６－１Ⅲ－９－１
平行タタキ－－－一部甕須恵器１層SD１E－１Ⅲ－６－４Ⅲ－９－２
平行タタキ－－－一部甕須恵器１層Pit４E－２Ⅲ－６－５Ⅲ－９－３

ヨコナデ　ヘラミガキ（２．５）－（１８．０）一部甕土師器１層SD１C－１Ⅲ－６－３Ⅲ－９－４
黒曜石２．１３．１２．９スクレイパー石器３層SD１K－１Ⅲ－６－６Ⅲ－９－５

ヘラケズリヘラミガキ－－－一部高坏土師器３層SD１C－２Ⅲ－６－２

SD１
備考土質土色マンセル層位

黄褐色（１０YR５/６）粘土質シルトをブロック状に含む。シルト褐色１０YR４/４１
褐色（１０YR４/４）シルトをブロック状に多く含む。シルト暗褐色１０YR３/３２
黄褐色（１０YR５/６）粘土質シルトをブロック状に含む。シルトにぶい黄褐色１０YR４/３３
暗褐色（１０YR３/４）シルトをブロック状に含む。粘土質シルト黄褐色１０YR５/６４

SK２
備考土質土色マンセル層位

炭化物を少量含む。シルト暗褐色１０YR３/３１
粘土質シルト褐色１０YR３/３２

SX３
備考土質土色マンセル層位

粘土質シルト暗褐色１０YR３/４１
褐色（１０YR４/４）シルトをブロック状に多く含む。粘土質シルト黄褐色１０YR５/６２
黄褐色（１０YR５/６）粘土質シルトをブロック状に少量含む。粘土質シルト褐色１０YR４/４P１
黄褐色（１０YR５/４）粘土質シルトをブロック状に少量含む。粘土質シルト黄褐色１０YR５/６P２

SD１
備考土質土色マンセル層位

黄褐色（１０YR５/６）の粘土質シルトをブロック状に含む。シルト褐色１０YR４/４１
褐色（１０YR４/４）のシルトをブロック状に多く含む。シルト暗褐色１０YR３/３２
黄褐色（１０YR５/６）の粘土質シルトをブロック状に含む。シルトにぶい黄褐色１０YR４/３３
暗褐色（１０YR３/４）のシルトをブロック状に含む。粘土質シルト黄褐色１０YR５/６４

P６
備考土質土色マンセル層位

黄褐色（１０YR５/６）粘土質シルトをブロック状に少量含む。シルト褐色１０YR４/４１
黄褐色（１０YR５/４）粘土質シルトをブロック状に少量含む。粘土質シルト黄褐色１０YR５/６２
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第Ⅲ－８図　南小泉遺跡第７０次調査
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23-85 南小泉c3 23-85 南小泉　e1南 23-85　南小泉　e2

23-85 南小泉　c1

h23-85 k-1  sd1-3

写真図版Ⅲ－６

第Ⅲ－９図　出土遺物
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写真図版Ⅲ－７

南壁東半部断面（北東から）

遺構完掘状況（東から）

SD1断面（北から）
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写真図版Ⅲ－８

SK2断面（南西から）

SK2遺物出土状況（南西から）

SK4断面（南東から）
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４　第７１次調査
（１）調査要項
 遺　 跡　 名 南小泉遺跡（宮城県遺跡登録番号０１０２１）
 調 査 地 点 仙台市若林区遠見塚１丁目１３７番４
 調 査 期 間 平成２４年２月６日～９日
 調査対象面積 １０７．４㎡
 調 査 面 積 １２．１㎡
 調 査 原 因 個人住宅建築工事 
 担 当 職 員 主事　小泉博明　　文化財教諭　石山智之　
　

（２）調査地点と調査経過
対象地は、南小泉遺跡の南西部に位置する。調査は平成２４年２月６日に着手し、建築範囲内に東西３．０ｍ×南北４．０
ｍの調査区を設定した。重機により盛土および基本層Ⅰ層およびⅡ層を除去後、基本層Ⅲ層上面で遺構検出作業を
行った。その結果、溝跡１条、土坑３基、ピット３基を検出した。調査は２月９日に調査区の埋め戻しを行い、終了
した。

３　基本層序
基本層は、大別３層、細分５層を確認した。Ⅰ層は、宅地化以前の水田・畑地耕作土で、３層に細分される。Ⅰａ

層は水田耕作土、Ⅰｂ層およびⅠｃ層は畑地耕作土である。Ⅱ層は、暗褐色を呈するシルトで、Ⅲ層起源のシルトを
ブロック状に含んでる。Ⅲ層はにぶい黄褐色を呈するシルトで、均質である。遺構検出面はⅡ層上面であるが、検出
作業はⅢ層上面で行った。なお、今回の調査地点には、宅地化に伴う平均して０．３０ｍほどの盛土がある。

（４）発見遺構と出土遺物
遺構面はⅡ層上面である。溝跡１条、土坑３基、ピット３基を検出した。遺物は、遺構堆積土から、土師器、須恵

器、陶器が出土している。

第１号溝跡　ＳＤ１
調査区西部で検出した南北方向の溝跡である。ＳＫ２土坑と重複し、これよりも新しい。検出長は約３．４０ｍで、さ

らに調査区外南北へ延びる。一部の検出であることから、規模は不明であるが、上端幅１．００ｍ以上、下端幅０．５０ｍ以
上で、深さ０．９０ｍ以上である。断面形は明らかではないが、溝跡東壁はやや急に立ち上がり、上部はやや開いている。
堆積土は５層を確認した。２層はⅢ層起源のシルトを小ブロック状とブロック状に多く含む暗褐色の粘土質シルト
で、人為的埋土の可能性がある。３層以下は暗褐色および黒褐色の粘土質シルトで、自然堆積土とみられる。
遺物は、土師器甕９点、ロクロ土師器坏４点・甕２点、須恵器坏１点・甕２点、在地産鉢１点、常滑産甕１点、石

器１点が出土している。このうち、須恵器甕（第Ⅲ－１１図３）、在地産鉢（第Ⅲ－１１図１）、常滑産甕（第Ⅲ－１１図２）、
石器（第Ⅲ－１１図４）を図示した。第Ⅲ－１１図２は口頸部である。口縁部は外反し、口頸部にはヘラ状工具によって
波状文が施される。第Ⅲ－１１図４は石核である。
時期については、在地産鉢、常滑産甕が出土していることから、中世以降と考えられる。

ＳＫ２土坑
調査区南部で検出した土坑である。ＳＤ１溝跡、Ｐ３と重複する。ＳＤ１溝跡よりも古く、Ｐ３より新しい。一部

の検出であることから、平面形は不明である。規模は東西約０．５０ｍ、東西０．４０ｍ以上で、深さ約０．３５ｍである。断面

混入物等土質土色マンセル層位
水田耕作土。均質。粘土灰オリーブ色７．５Y５/２Ⅰa
炭化物を粒状にごく少量含む。シルトオリーブ褐色２．５Y４/３Ⅰｂ
炭化物を粒状にごく少量含む。シルト暗褐色１０YR３/４Ⅰｃ
にぶい黄褐色（１０YR５/３）の粘土をブロック状に含む。シルト暗褐色１０YR３/３Ⅱ
均質。シルトにぶい黄褐色１０YR５/３Ⅲ
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形は逆台形を呈する。堆積土は単層である。Ⅲ層起源のシルトをブロック状に多く含む暗褐色の粘土質シルトで、人
為的埋土の可能性がある。
遺物は出土していない。

第３号土坑　ＳＫ３
調査区南部で検出した土坑である。Ｐ３と重複し、これよりも古い。一部の検出であることから、平面形は不明で

ある。規模は東西約０．８０ｍ、東西０．２５ｍ以上で、深さ約０．３０ｍである。断面形は逆台形を呈し、底面から壁がやや急
に立ち上がる。堆積土は単層で、黒褐色の粘土質シルトをブロック状に含むにぶい黄褐色のシルトである。
遺物は出土していない。

第４号土坑　ＳＫ４
調査区南部で検出した土坑である。Ｐ２と重複し、これよりも古い。平面形は隅丸長方形を呈する。規模は長軸約

０．６５ｍ、短軸約０．３５ｍで、深さ約０．３０ｍである。断面形は箱状を呈する。堆積土は単層で、黒褐色の粘土質シルトと
焼土をブロック状に含む灰黄褐色の粘土である。
遺物は土師器坏２点・甕４点が出土している。いずれも体部の破片資料で、図示はしていない。

ピット
３基のピットを検出した。このうち、柱痕跡が確認されたのはＰ２である。Ｐ２は調査区南部で検出した。柱掘方

の平面形は楕円形を呈する。規模は長軸約０．３７ｍ、短軸約０．３０ｍで、深さ約０．２５ｍである。掘方埋土はⅢ層起源のシ
ルトをブロック状に含む黒褐色の粘土質シルトである。柱痕跡は径０．２０ｍの円形を呈する。堆積土はⅢ層起源のシル
トを粒状に含む黒褐色の粘土質シルトである。
遺物はＰ１から土師器甕１点、Ｐ４から土師器甕２点が出土している。いずれも体部の破片資料で、図示はしてい

ない。

（５）遺構外出土遺物
基本層Ⅰ層から須恵器長頸瓶が１点出土している。頸部の破片資料で、図示はしていない。胎土の特徴から大戸産

の可能性がある。
遺構検出面からロクロ土師器坏１点、須恵器１点が出土している。いずれも口縁部もしくは体部の破片資料で、図

示はしていない。

（６）まとめ
今回の調査では、Ⅱ層上面で溝跡１条、土坑３基、ピット３基を検出した。ＳＤ１溝跡やＳＫ２・３・４土坑は部

分的な調査に留まり、詳細を明らかにすることはできない。また、ピットには柱痕跡を伴うＰ２が確認されたことか
ら、建物跡の存在が想定されるが、今回の調査では、建物跡の検出には至らなかった。いずれの遺構も、出土遺物か
ら時期を明らかにすることはできないが、ＳＤ１溝跡からは在地産鉢、常滑産甕が出土しており、中世以降と考えら
れる。
今回の調査地点は、若林城跡の東側に位置し、若林城下町の東端部にあたる。現在の周辺の町割りは、若林城跡造

営後もしくはそれ以前の中世期に成立した地割を踏襲していると考えられており、これに方向性を同じくするＳＤ１
溝跡と関連する可能性がある
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土層注記

遺物観察表

特徴・備考
調整法量（㎝）

残存器種種別出土
層位

出土
遺構

登録
番号

写真
番号

掲載
番号 底内外厚幅長

在地産（５．４）－（２８．４）一部鉢陶器SD１I－１Ⅲ－９－１Ⅲ－１１－１
常滑産（４．９）－－一部甕陶器SD１I－２Ⅲ－９－３Ⅲ－１１－２
波状文ロクロナデロクロナデ（２．４）－－一部甕須恵器SD１E－１Ⅲ－９－２Ⅲ－１１－３
流紋岩４．３５．７５．６石核石器SD１K－１Ⅲ－９－４Ⅲ－１１－４

ＳＤ１
備考土質土色マンセル層位

炭化物と暗褐色（１０YR３/３）シルトを粒状にごく少量含む。粘土質シルト暗褐色粘土質１０YR３/３１
にぶい黄褐色（１０YR５/３）シルトを小ブロック状とブロック状にやや多く含み、炭化物を粒状
にごく少量含む。粘土質シルト暗褐色粘土質１０YR３/４２

炭化物をごく少量含む。粘土質シルト暗オリーブ褐色２．５Y３/３３
にぶい黄褐色シルト（１０YR５/３）を粒状と小ブロック状に若干含み，炭化物をごく少量含む。粘土質シルト黒褐色２．５Y３/２４

Ｐ１
備考土質土色マンセル層位

にぶい黄褐色（１０YR５/３）シルトを粒状と小ブロック状に若干含む。粘土質シルト黒褐色１０YR３/２１
Ｐ２

備考土質土色マンセル層位
暗褐色（１０YR３/３）シルトを粒状にやや多く含む。粘土質シルト黒褐色１０YR３/２１
にぶい黄褐色（１０YR５/３）シルトを小ブロック状にやや多く含む。粘土質シルト黒褐色１０YR３/２２

P３
備考土質土色マンセル層位

にぶい黄褐色（１０YR５/３）シルトをブロック状に含む。粘土質シルト黒褐色１０YR３/２１
SK２

備考土質土色マンセル層位
にぶい黄褐色（１０YR５/３）シルトをやや多く含む。粘土質シルト暗褐色１０YR３/３１

SK３
備考土質土色マンセル層位

黒褐色（１０YR３/２）粘土質シルトを小ブロック状に若干含む。シルトにぶい黄褐色１０YR４/３１
SK４

備考土質土色マンセル層位
黒褐色（１０YR３/２）粘土質シルトを小ブロック状に若干含む。粘土質シルト灰黄褐色粘土１０YR４/２
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第Ⅲ－１０図　南小泉遺跡第７１次調査

第Ⅲ－１１図　出土遺物
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写真図版Ⅲ－１０

遺構完掘状況（南から）

遺構完掘状況（北から）

調査区南壁断面（北から）
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写真図版Ⅲ－１１

P2・SK4断面（北から）

調査区南壁SD1断面（北から）

P2・SK4完掘状況（北から）
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第３節　沖野城跡

１　遺跡の概要
沖野城跡は、宮城県仙台市若林区沖野七丁目に所在する。ＪＲ仙台駅の南東約６．８ｋｍに位置し、広瀬川左岸の標高

６．０ｍほどの自然堤防上に立地する。遺跡の範囲は東西約３４０ｍ、南北約２５０ｍである。東西に延びる自然堤防の先端
近くにあたり、遺跡の西側を除く三方は沖積低地が広がっている。現状では、城館の様相を把握することは困難であ
るが、一部に土塁状の高まりや細長い宅地や畑地の形状から堀と推定される箇所がある。沖野城跡周辺は、宅地化や
圃場整理などによって、原地形は原形を失っている。明治時代中期の地籍図をみると、遺跡の周辺は広範囲が水田で
あるのに対して、沖野城跡の範囲は宅地や畑地となっており、それを取り囲むように細長い水田が認められる。また、
昭和１４年（１９３９年）頃に作製された『六郷村沖野舘屋敷割図』でも宅地を囲む「元堀」と記載された細長い水田が連
続して描かれており、一部に土手も記されている。文献上の沖野城跡については、享保１３年（１６２８年）の『仙台領古
城書立之覚』や『藤原姓粟野家譜』（以下、『家譜』）、『荒町毘沙門堂縁起』（伊達家文書）などがある。まず、規模に
ついては、『仙台領古城書立之覚』に記載がある。それによると、城の規模は一〇〇間四方とある。また、西北に三重
の堀、北辺の半分ほどと西に「土手形」があるとした写本もある。城主については、『仙台領古城書立之覚』では、粟
野大膳の居城あるいは出城としている。『家譜』では、粟野国定が永正２年（１５０５年）に北目城を嫡男高国に譲り、自
らは「沖ノ館」に居住したとある。また、高国子息の刑部国勝が、国定から「沖ノ館」を譲られたと記載がある。『荒
町毘沙門堂縁起』では、高国の孫にあたる宗国と国治が、広瀬川の治水をめぐり争い、その結果、国治の居城である「沖
城」を得た宗国がこれを焼いたとある。一方、『家譜』では、国治について、「助太郎、後左衛門。木工頭。沖ノ館ニ
住ス。北目ト同時ニ没落ス」と記されている。これらの文献に記載された「沖ノ館」「沖館」が、沖野城跡を指すもの
とみられる。
沖野城跡では、これまでに個人住宅建築や宅地造成に伴う発掘調査が断続的に行われている。第５次調査（仙台市

教育委員会２０１０）では、幅１１．９０～１３．５０ｍ、深さ２．５０ｍの障壁を伴う溝跡が検出されるなど、これらの調査では、沖
野城跡の区画施設とみられる遺構が検出されている。一方、沖野城跡に関わる建物跡や井戸跡など付属する施設など
は検出されておらず、今後の調査に期待されている。

第Ⅲ－１２図　沖野城跡調査位置図
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第１２次調査
（１）調査要項
 遺　 跡　 名 沖野城跡（宮城県遺跡登録番号０１２３４）
 調 査 地 点 仙台市若林区沖野７丁目３０３番の一部
 調 査 期 間 平成２４年２月２８日
 調査対象面積 １０５．２㎡
 調 査 面 積 ３１．６㎡
 調 査 原 因 個人住宅建築工事
 担 当 職 員 主事　及川謙作　　文化財教諭　吉野信　　臨時職員　五十嵐愛　
　

（２）調査地点と調査経過
対象地は、遺跡の中央部に位置する。確認調査は平成２４年２月２８日に行った。個人住宅建築範囲内に、南北３．１ｍ×

東西１０．２ｍの調査区を設定し、盛土および基本層Ⅰ、Ⅱ層を重機と人力を用いて除去した。遺構検出作業は基本層Ⅲ
層上面で行い、土坑１基とピット２基を検出した。その後、調査区北東隅に東西約１．８ｍ×南北０．８ｍの下層調査区を
設定し、基本層Ⅵ層までの堆積状況を確認した。同日中に調査区の埋め戻しが完了し、今回の調査を終了した。

（３）基本層序
基本層は、今回の調査地点では、現畑耕作土を含めて３層を確認した。Ⅰ層は現畑地耕作土と、Ⅱ層上面までの盛

土を一括した。Ⅱ層は黒色を呈する粘土で、褐色の粘土を層状に挟む。Ⅲ層はにぶい黄褐色を呈する粘土で、暗褐色
の粘土をブロック状に含む。Ⅱ層上面が遺構面であるが、遺構検出作業はⅢ層上面で行った。

（４）発見遺構と出土遺物
遺構面はⅡ層上面である。土坑１基とピット２基を検出した。遺物は、基本層および遺構堆積土から現代磁器、土

師質土器が出土している。

第１号土坑　ＳＫ１
調査区西部で検出した土坑である。一部が調査区外となる。他の遺構との重複はない。平面形は楕円形と推定さ

れ、規模は長軸２．７０ｍ以上、短軸１．８０ｍで、深さ０．３５ｍである。断面形は逆台形を呈する。堆積土は２層に細分され
る。黒色および黒褐色の粘土で、いずれも自然堆積土である。
遺物は、１層から土師質土器皿が５点出土した。このうち３点を図示した。法量から大型（第Ⅲ－１４図２・３）と

小型（第Ⅲ－１４図１）に分けられる。大型の第Ⅲ－１４図２は口縁部がわずかに開き、内外面調整はロクロナデである。
底面の切り離しは回転糸切りである。小型の第Ⅲ－１４図１は器壁が厚く、体部は直線的に外傾し、口縁部に至る。底
部の切り離しは回転糸切りである。口縁部内外面の３箇所に油煙の付着が認められる。
時期については、土師質土器皿が出土していることから、中世以降と考えられる。

ピット１
調査区東部で検出したピットである。他の遺構との重複はない。平面形は円形を呈し、規模は径０．２５ｍ、深さ０．２８
ｍである。堆積土は単層で、にぶい黄褐色の粘土や炭化物を粒状に含む黒褐色の粘土である。柱痕跡は確認されてい
ない。
遺物は出土しておらず、時期は不明である。

備考土質土色マンセル層位
畑地耕作土、盛土の一括。粘土質シルト褐色１０YR４/４Ⅰ
褐色（１０YR４/６）粘土を層状に挟む。粘土黒色１０YR２/１Ⅱ
暗褐色（１０YR３/３）粘土をブロック状に含む。粘土にぶい黄褐色１０YR４/３Ⅲ
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ピット２
調査区東部で検出したピットである。他の遺構との重複はない。平面形は円形を呈し、規模は径０．２５ｍ、深さ０．２３

ｍである。堆積土は単層で、炭化物を粒状に含む黒褐色の粘土である。柱痕跡は確認されていない。
遺物は出土しておらず、時期は不明である。

（５）遺構外出土遺物
基本層Ⅰ層から土師質土器が４点出土している。いずれも皿とみられ、口縁部もしくは体部の小破片である。図示

できるものはない。

（６）まとめ
今回の調査では、Ⅱ層上面で土坑１基とピット２基を検出した。ＳＫ１土坑は、性格を明らかにすることはできな

かった。出土遺物には、ＳＫ１土坑から土師質土器皿５点がある。このうち、１点は油煙の付着が認められ、灯明皿
としての使用が窺われる。年代については、土師質土器皿の編年が確立していない現状では、中世以降の範疇でしか
捉えることができない。また、ピット２基は、いずれも柱痕跡は認められず、調査区の制約から建物跡を確認するこ
とはできなかった。時期についても、出土遺物がないことから不明である。
今回の調査地点は、「中館」の地名から、城館跡の主郭に関わる遺構の検出が想定されたが、確実に沖野城跡に関連

する遺構は確認されなかった。周辺の調査でも、城館に関連する建物跡などの遺構が検出されていないことから、城
館の内部の様相については、今後の調査成果に期待される。

土層注記

掲載遺物一覧

特徴・備考
調整法量（㎝）

残存器種種別出土
層位

出土
遺構

登録
番号

写真
番号

掲載
番号 底内外厚幅長

灯明皿　口縁部３箇
所に油煙付着回転糸切りロクロナデロクロナデ１．７３．４５．６完形皿土師質土器SK１I－１Ⅲ－１２－１Ⅲ－１４－１

回転糸切りロクロナデロクロナデ３．０６．９（１１．０）１/４皿土師質土器SK１I－２Ⅲ－１２－２Ⅲ－１４－２
器面摩滅ロクロナデロクロナデ（１．１）（６．８）－一部皿土師質土器SK１I－３Ⅲ－１２－３Ⅲ－１４－３

ＳＫ１
備考土質土色マンセル層位

にぶい黄橙色（１０ＹＲ７/２）粘土をブロック状に少量含み、焼土と炭化物を粒状に微量含む。粘土黒褐色１０YR３/２１
黒褐色（１０YR３/１）粘土をブロック状（φ１㎝）に少量含み、焼土と炭化物を粒状に微量含む。粘土黒褐色１０YR３/２２

Ｐ１
備考土質土色マンセル層位

にぶい黄橙色（１０YR７/２）粘土と炭化物を粒状に少量含む。粘土黒褐色１０YR２/２１
Ｐ２

備考土質土色マンセル層位
炭化物を粒状に少量含む。粘土黒褐色１０YR３/２１
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第Ⅲ－１４図　出土遺物

写真図版Ⅲ－１２
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写真図版Ⅲ－１３

北壁断面（南西から）

遺構完掘状況（東から）

深掘部北壁断面（南から）

調査区西壁断面（東から）

遺構検出状況（北東から）

ＳＤ１溝跡断面（東から）
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写真図版Ⅲ－１４

調査区西壁断面（東から）

遺構検出状況（北東から）

ＳＤ１溝跡断面（東から）

ＳＫ1完掘状況（東から）

ＳＫ1南北断面（東から）

ＳＫ1遺物出土状況（北から）
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３　第１４次調査
（１）調査要項
 遺　 跡　 名 沖野城跡（宮城県遺跡登録番号０１２３４）
 調 査 地 点 仙台市若林区沖野７丁目３８２の一部
 調 査 期 間 平成２４年２月２０日
 調査対象面積 １５５．９㎡
 調 査 面 積 ４０．１２㎡
 調 査 原 因 個人住宅建築工事
 担 当 職 員 主事　及川謙作　　文化財教諭　吉野信　　臨時職員　五十嵐愛

　
（２）調査地点と調査経過
　対象地は、沖野城跡の中心から南東方向に位置している。確認調査は平成２４年２月２０日に行った。建築範囲内に、
南北３．４ｍ×東西１１．８ｍの調査区を設定し、盛土および基本層Ⅰ～Ⅲ層を重機と人力を用いて除去した。遺構検出作
業は基本層Ⅳ層上面で行い、ピット４基を検出した。調査区北東隅に南北約１ｍ×東西約３ｍの深掘りトレンチを設
定し、ＧＬ－１５０㎝まで掘り下げ、基本層Ⅶ層までの堆積状況を確認した。調査終了後、重機を用いて輾圧をかけなが
ら埋め戻しを行い、即日撤収した。

（３）基本層序
基本層は７層を確認した。調査区内における盛土は層厚約３０㎝である。

（４）発見遺構と出土遺物
検出面は、Ⅳ層上面である。ピット４基を検出した。

ピット１～４
遺物は出土していない。

（５）遺構外出土遺物
遺物は盛土から銭貨（寛永通宝）が１点出土している。

（６）まとめ
今回の調査では、基本層Ⅳ層で遺構検出作業を行い、ピット４基を検出した。遺物の出土がなく、ピットの時期は

不明である。

備考土質土色マンセル層位
旧耕作土。にぶい黄褐色（１０YR４/３）粘土質シルトをブロック状に含む。粘土質シルト黒褐色１０YR２/３Ⅰ
にぶい黄褐色（１０YR４/３）粘土質シルトをブロック状にやや多く含む。粘土黒褐色１０YR２/２Ⅱ
褐色（１０YR４/４）粘土と互層状に含む。粘土黒褐色１０YR２/１Ⅲ
にぶい黄褐色（１０YR４/３）粘土を互層状に含む。粘土黒褐色１０YR３/１Ⅳ
にぶい黄褐色（１０YR４/３）粘土をブロック状に含む。粘土黒褐色１０YR３/１Ⅴ
均質。粘土黒褐色１０YR２/２Ⅵ
褐灰色（１０YR４/１）粘土をブロック状を含む。粘土褐灰色１０YR５/１Ⅶ
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第Ⅲ－１５図　沖野城跡第１４次調査
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土層注記
P１

備考土質土色マンセル層位
灰黄褐色(10YR4/2)粘土をブロック状にごく少量含む。粘土黒褐色10YR2/2１

P２
備考土質土色マンセル層位

にぶい黄褐色(10YR4/3)粘土質シルトをブロック状に若干含む。粘土黒褐色10YR3/1１
P３

備考土質土色マンセル層位
灰黄褐色(10YR4/2)粘土をブロック状に若干含む。粘土黒褐色10YR2/2１

P４
備考土質土色マンセル層位

均質。粘土黒褐色10YR3/2１
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写真図版Ⅲ－１５

遺構完掘状況（東から）

遺構検出状況（南東から）

深掘部分北壁断面（南から）

調査区西壁断面（東から）

遺構検出状況（北東から）

ＳＤ１溝跡断面（東から）
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第Ⅳ章　太白区内の調査

第１節　概要

本件に係る太白区内で行われた調査は、表Ⅳ－１に示すとおりである。太白区内では第Ⅳ－１図のＡの区域内で６
遺跡の調査を行っている。ａ区域内の大野田官衙遺跡、郡山遺跡、ｂ区域内の愛宕山横穴墓である。ここでは、大野
田官衙遺跡第１０次調査（Ｈ２４－７）、第１１次調査（Ｈ２４－２０）、第１２次調査（Ｈ２４－５９）、愛宕山横穴墓（Ｈ２４－４０）の
成果を報告する。郡山遺跡についてはⅤ章で紹介しているとおり、調査地点だけを示し、本書では報告しない。
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第Ⅳ－２図　大野田官衙遺跡・郡山遺跡（Ⅴ章）と周辺の遺跡

第Ⅳ－１図　太白区東部と遺跡位置図の位置
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届出等№備考調査期間調査面積対象面積遺跡名№
H２３ １０６－２２６１２月１９日１７．１㎡７７．４㎡的場遺跡２３－６９
H２３ １０６－２３５第２１４次１２月５日４．０㎡６７．５㎡郡山遺跡２３－７１
H２３ １０６－２７０第２１５次１２月６日～１２月２０日３０．０㎡６６．１㎡郡山遺跡２３－７２
H２３ ２０６－２７５第２１７次１月１０日～１月１６日２２．１㎡６７．２㎡郡山遺跡２３－７５
H２３ １０６－３１０１月１６日１８．０㎡１１４．５㎡中田北遺跡２３－８０
H２３ １０６－６７第２１６次１月１０日～１月１９日５６．０㎡７２．９㎡郡山遺跡２３－８３
H２３ １０６－３３３第２１８次１月３０日～２月６日３２．０㎡５７．７㎡郡山遺跡２３－９１
H２３ １０６－３６６第２１９次３月５日～３月１３日２８．５㎡６８．０㎡郡山遺跡２３－９８
H２３ １０６－３８０第２２０次３月５日～３月１９日３７．１㎡７１．０㎡郡山遺跡２３－９９
H２３ １０６－３８１第２２１次３月５日～３月１３日２７．６㎡１０３．７㎡郡山遺跡２３－１００
H２３ １０６－３５８４月１７日～４月１９日２４．８㎡９６．８㎡六反田遺跡２４－２
H２４ １２２－３２５月７日３９．０㎡８１．２㎡六反田遺跡２４－５
H２４ １２２－８第１０次４月１１日～４月１２日２０．４㎡９６．１㎡大野田官衙遺跡２４－７
H２４ １２２－２０４月１９日２１．０㎡１４９．９㎡北目城跡２４－９
H２４ １２２－１６第２２２次５月１６日～５月２４日２８．８㎡６５．８㎡郡山遺跡２４－１２
H２４ １２２－３６５月２１日２４．２㎡８６．７㎡六反田遺跡２４－１９
H２４ １２２－１４第１１次５月２２日～５月２３日２２．１㎡７６．１㎡大野田官衙遺跡２４－２０
H２４ １２２－３３第２２３次６月１８日～６月２６日２４．０㎡８２．８㎡郡山遺跡２４－２７
H２４ １２２－７５６月２５日２７．７㎡９０．５㎡中田南遺跡２４－３０
H２４ １２２－１０７７月５日～７月６日４７．７㎡１２３．９㎡六反田遺跡２４－３１
H２４ １２２－７２第２２６次７月１７日～７月２６日２１．０㎡６４．７㎡郡山遺跡２４－３５
H２４ １２２－７９第２２７次７月２６日～８月１日３０．０㎡７８．０㎡郡山遺跡２４－３８
H２４ １２２－１７８月２７日２９．０㎡９２．１㎡六反田遺跡２４－３９
H２４ １２２－１１２第６次８月２４日～８月２９日３９．８㎡６０．２㎡愛宕山横穴墓群２４－４０
H２４ １２２－９７第２２８次８月２０日～８月２７日２７．０㎡５９．７㎡郡山遺跡２４－４４
H２４ １２２－１５６９月３日１４．５㎡５２．２㎡長町南遺跡２４－４５
H２４ １２２－１３０第２２９次９月３日～９月１０日３０．０㎡６７．０㎡郡山遺跡２４－５１
H２４ １２２－２３１第２３３次１０月１０日～１０月１５日６０．７㎡９２．７㎡郡山遺跡２４－５６
H２４ １２２－２２４第１２次１０月１６日２７．０㎡８５．６㎡大野田官衙遺跡２４－５９

遺跡の位置と周辺の遺跡

時代立地種別遺跡名番号時代立地種別遺跡名番号
古墳中期自然堤防前方後円墳鳥居塚古墳２７中世自然堤防城館跡富沢館跡１

平安自然堤防集落跡鍛冶屋敷前遺跡２８縄文～奈良（初期）自然堤防・
後背湿地官衙跡・包含地・寺院跡郡山遺跡２

古墳～古代自然堤防散布地堀ノ内遺跡２９縄文～中世自然堤防官衙跡大野田官衙遺跡３
縄文、平安自然堤防散布地富沢上ノ台遺跡３０古墳自然堤防円墳大野田古墳群４
縄文、古代自然堤防集落跡鍛冶屋敷A遺跡３１古墳中期自然堤防円墳春日社古墳５
縄文後・弥生～近
世自然堤防城館跡・集落跡・水田跡北目城跡３２縄文後、古墳～古

代自然堤防集落跡伊古田遺跡６

古墳・奈良・平安自然堤防散布地矢来遺跡３３古墳～古代自然堤防散布地伊古田B遺跡７
奈良・平安自然堤防散布地的場遺跡３４古代～中世自然堤防集落跡・屋敷跡皿屋敷遺跡８
古墳・奈良・平安自然堤防散布地籠ノ瀬遺跡３５縄文～中世自然堤防集落跡・屋敷跡王ノ壇遺跡９
古墳・奈良・平安後背湿地水田跡欠ノ上Ⅰ遺跡３６縄文～古代、近世自然堤防祭祀・集落跡大野田遺跡１０
古代丘陵麓窯跡西台窯跡３７弥生、古代～近世自然堤防集落跡・水田跡元袋遺跡１１
弥生～古墳、平安丘陵麓散布地原遺跡３８縄文～奈良自然堤防集落跡下ノ内遺跡１２
古墳～古代丘陵麓散布地原東遺跡３９縄文～中世自然堤防集落跡・水田跡下ノ内浦遺跡１３
平安丘陵麓散布地裏町東遺跡４０古墳～古代自然堤防散布地袋東遺跡１４

縄文～弥生、平安丘陵集落跡芦ノ口遺跡４１縄文～中世自然堤防・
後背湿地集落跡・水田跡山口遺跡１５

縄文、平安丘陵集落跡三神峯遺跡４２後期旧石器～近世後背湿地包含地・水田跡富沢遺跡１６

古墳～古代丘陵南斜面窯跡富沢窯跡４３縄文～古墳、平安、
近世

自然堤防・
後背湿地集落跡・水田跡泉崎浦遺跡１７

縄文、平安丘陵円墳三神峯古墳群４４古代自然堤防散布地富沢清水遺跡１８
古墳中丘陵南斜面窯跡金山窯跡４５古代自然堤防散布地長町清水遺跡１９

古墳末丘陵斜面横穴墓土手内横穴墓群A
地点４６古代自然堤防散布地北屋敷遺跡２０

古墳末丘陵斜面横穴墓土手内横穴墓群B
地点４７古代自然堤防散布地新田遺跡２１

縄文～古代丘陵集落跡土手内遺跡４８古代自然堤防散布地長町南遺跡２２
古墳丘陵麓円墳砂押古墳４９古代自然堤防散布地長町六丁目遺跡２３

古代丘陵麓散布地砂押屋敷古墳５０弥生～奈良自然堤防集落跡長町東遺跡２４

古墳・奈良・平安自然堤防散布地欠ノ上Ⅱ遺跡５１縄文～古墳自然堤防包含地・甕棺墓西台畑遺跡２５
古墳・奈良・平安自然堤防散布地欠ノ上Ⅲ遺跡５２縄文～古代、近世自然堤防集落跡六反田遺跡２６

表Ⅳ－１　太白区内の調査一覧
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第２節　大野田官衙遺跡

１　遺跡の概要
大野田官衙遺跡は、宮城県仙台市太白区大野田に所在する。ＪＲ仙台駅の南約５．２㎞に位置し、名取川と笊川に挟ま
れた自然堤防上に立地する。遺跡の範囲は、東西約０．１９㎞、南北約０．２６㎞で、標高は約１０～１２ｍである。
周辺には元袋遺跡、袋前遺跡、六反田遺跡、大野田古墳群、王ノ壇遺跡、下ノ内遺跡、伊古田遺跡、伊古田Ｂ遺跡

などが隣接して分布し、平成６年度以降、土地区画整理事業に伴い、継続して発掘調査が行われている。これまでの
調査では、縄文時代、古墳時代、古代の集落跡が確認され、さらに古墳時代の石棺墓や木棺墓、円墳、平安時代の水
田跡も調査されている。
大野田官衙遺跡は、地下鉄富沢駅周辺の土地区画整理事業に伴う発掘調査の中で発見された官衙遺跡である。平成

２１年度には、官衙関連遺構が確認されている範囲が「大野田官衙遺跡」として登録されている。これまでの調査で、
６棟の大型掘立柱建物跡とそれを方形に囲む溝跡が確認されている。発見された６棟の掘立柱建物跡は、概ね真北を
基準とする南北棟で、規則的に配置されている。東西列の建物は、構造や規模を同じくする掘立柱建物跡が向かい
合って配置される。その最も北側の建物の間には東西中軸線上に、さらに建物が配置されている。さらに溝跡に区画
された内部には、東西方向の溝跡が確認され、内部を南北に区画する施設の可能性がある。
これら大野田官衙関連遺構の遺物出土量は比較的少ないが、遺跡の位置関係や建物の基準が真北で共通することか

ら、７世紀～８世紀初頃の陸奥国府と推定される郡山遺跡Ⅱ期官衙との関連性が指摘されており、その廃絶について
は、出土遺物の検討から８世紀初頭あるいは８世紀中葉と考えられている（仙台市教育委員会２０１１）。

第Ⅳ－３図　大野田官衙遺跡第１０次～１２次調査と近隣調査区の位置
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２　第１０次調査
（１）調査要項
 遺　 跡　 名 大野田官衙遺跡（宮城県遺跡登録番号０１５６６）
 調 査 地 点 仙台市太白区大野田字袋前３０－２２
 調 査 期 間 平成２４年４月１１日～１２日
 調査対象面積 ９６．１㎡
 調 査 面 積 ２０．４㎡
 調 査 原 因 個人住宅建築工事
 担 当 職 員 主事　小泉博明　　文化財教諭　伊藤翔太

（２）調査地点と調査経過
対象地は、遺跡の中央部やや北よりに位置する。確認調査は平成２４年４月１１日に着手した。個人住宅建築範囲内
に、南北３．０ｍ×東西６．８ｍの調査区を設定し、盛土および基本層Ⅰ、Ⅳ層を重機と人力で除去した。遺構検出作業は
基本層Ⅴ層上面で行い、溝跡１条を検出した。４月１２日に調査区の埋め戻しが完了し、調査を終了した。

（３）基本層序
基本層は、３層を確認した。富沢駅周辺では、区画整理事業に伴い、平成６年度から継続して発掘調査が行われて

いる。ここでは、富沢駅周辺土地区画整理事業関係遺跡の調査成果にもとづいて基本層を記述する。Ⅰ層はオリーブ
灰色を呈するシルトで、均質である。盛土以前の水田耕作土である。Ⅳ層は黒褐色を呈するシルトで、灰オリーブ色
の粘土を斑状に含む。周辺の調査成果から、古墳時代から平安時代にかけての畑地耕作土およびその母材となった土
壌と考えられる。Ⅴ層はオリーブ灰色を呈する粘土である。本層上面が古墳時代から１０世紀前半以前の古代の遺構検
出面である。基本層Ⅱ層およびⅢ層は確認されなかった。また、今回の調査地点における宅地造成に伴う盛土は、平
均して１．６０ｍほどである。

（４）発見遺構と出土遺物
遺構面は、基本層Ⅴ層上面である。溝跡１条を検出した。遺物は、Ⅳ層からロクロ土師器が出土した。

第１号溝跡　ＳＤ１
調査区東半部で検出した南北方向の溝跡である。検出長は約０．８０ｍで、さらに調査区外南へ延びる。規模は上端幅
約０．２５ｍ、下端幅約０．２０ｍで、深さ約０．１０ｍである。断面形は逆台形を呈する。堆積土は単層で、Ⅴ層起源の粘土を
ブロック状に含む黒褐色の粘土質シルトである。遺物は出土していない。
ＳＤ１溝跡の時期は、これまでの富沢駅周辺土地区画整理事業に伴う発掘調査の成果と基本層との関係から、概ね

古代に属するものと考えられる。

（５）遺構外出土遺物
Ⅳ層からロクロ土師器坏が４点出土している。いずれも破片資料であることから、図示はできない。全体の器形を

捉えることはできないが、平安時代に属するものである。

備考土質土色マンセル層位
均質。シルトオリーブ灰色５GY５/１Ⅰ
オリーブ灰色（１０Y５/２）粘土を斑状に含む。シルト黒褐色２．５Y３/２Ⅳ

粘土オリーブ灰色１０Y５/２Ⅴ



第Ⅳ章　太白区内の調査

７５

（６）まとめ
今回の調査では、基本層Ⅴ層上面で、溝跡１条を検出した。周辺の調査成果から、古代の畑耕作に関わる遺構：小

溝状遺構群の一部：小溝と考えられ、畑域の広がりを示している。一方、大野田官衙跡に関連する遺構、遺物は発見
されなかった。

第Ⅳ－４図　大野田官衙遺跡第１０次調査
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写真図版Ⅳ－１

調査区南壁断面（北西）

調査区全景（東）

調査区南壁断面（北東）
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３　第１１次調査
（１）調査要項
 遺　 跡　 名 大野田官衙遺跡（宮城県遺跡登録番号０１５６６）
 調 査 地 点 仙台市太白区大野田字竹松１５番７の一部
 調 査 期 間 平成２４年５月２２日～２３日
 調査対象面積 ７６．１㎡　
 調 査 面 積 ２９．４㎡
 調 査 原 因 個人住宅建築工事
 担 当 職 員 主事　水野一夫　　文化財教諭　千葉悟
　
２　調査地点と調査経過
対象地は官衙の中央を東西に横走する溝の南側で、官衙の南北中心線のやや東側に位置している。確認調査は平成

２４年５月２２日に着手した。対象範囲内に南北３．０ｍ×東西７．０ｍの調査区を設定した。
重機で表土および盛土を掘削し、現地表下（ＧＬ－）１．２ｍのⅣ層上面では遺構は検出されず、ＧＬ－１．５ｍのⅤ層

上面で遺構が検出された。調査終了後、埋め戻しを行い撤収した。

３　基本層序
基本層は、大別３層、細別６層を確認した。細分されたのはⅠ層ａ～ｄである。厚く盛られた砕石層の下に粘土で

造成した整地層があり、その下に整地以前まで存続していたと考えられる水田耕作土、さらに下層にその床土と考え
られる層がある。Ⅰ層の下は直ぐに富沢駅周辺土地区画整理事業関係遺跡基本層Ⅳ層、その下層には基本層Ⅴ層があ
る。今回すべての遺構はⅤ層面で確認している。

（４）発見遺構と出土遺物
遺構面は、Ⅴ層上面である。検出した遺構は、小溝状遺構群５群（Ａ～Ｅ群）、ピット３基である。小溝状遺構群

については新しい順に報告する。

小溝状遺構群Ａ
図中Ａと表記したもので、南北１．００ｍ、東西１．８０ｍの範囲に、南北方向の小溝３条からなる。調査区北西で検出し

た。各溝は概ね幅０．２３ｍ、深さ０．２ｍ程度。小溝状遺構群Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、ピット３との重複があり、すべてに対し
て新しい。堆積土はⅣ層と類似する。

小溝状遺構群Ｂ
図中Ｂと表記したもので、南北３．２０ｍ、東西５．６０ｍの範囲に、南北方向の小溝７条からなる。調査区のほぼ全面で

検出した。各溝は概ね幅０．４５～０．３５ｍ、深さ０．１５ｍ程度。小溝状遺構群Ａ、Ｃ、Ｄ、Ｅとの重複があり、Ａより古く、
他に対して新しい。堆積土はⅣ層と類似する。

小溝状遺構群Ｃ
図中Ｃと表記したもので、南北２．５０ｍ、東西１．２０ｍの範囲に、南北方向の小溝２条からなる。調査区北西で検出し

た。各溝は概ね幅０．３５ｍ、深さ０．１５ｍ程度。小溝状遺構群Ａ、Ｄ、Ｅとの重複があり、Ａより古く、他に対して新し
い。堆積土はⅣ層に類似する。

備考土質土色マンセル層
砕石オリーブ黒色７．５Y３/２Ⅰa
粘土整地層黄橙色１０YR７/８Ⅰb
近代以降のゴミ含む水田層シルト灰色７．５Y５/１Ⅰc
整地前の水田床土粘土褐色１０YR４/６Ⅰd
富沢駅周辺土地区画整理事業関係遺跡基本層Ⅳ層腐食質土暗褐色１０YR３/３Ⅳ
富沢駅周辺土地区画整理事業関係遺跡基本層Ⅴ層シルト褐色７．５YR４/６Ⅴ
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小溝状遺構群Ｄ
図中Ｄと表記したもので、南北方向の小溝１条からなる。調査区北西で検出した。溝は概ね長さ１．１３ｍ、幅０．３１ｍ、

深さ０．０７ｍ程度。小溝状遺構群Ａ、Ｃ、Ｅとの重複があり、Ａ、Ｃより古く、Ｅに対して新しい。堆積土はⅣ層に類
似する。

小溝状遺構群Ｅ
図中Ｅと表記したもので、南北３．００ｍ、東西６．００ｍの範囲に、東西方向の小溝３条からなる。調査区全体で検出し

た。各溝は概ね幅０．３０ｍ、深さ０．１５ｍ程度。小溝状遺構群Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄとの重複があり、全てに対して古い。堆積
土はⅣ層に類似する。

ピット
３基確認した、Ｐ１、Ｐ２は、検出面で方形を呈するが、向きが不揃いで組み合うものかは不明である。Ｐ３は調

査区北西部小溝群Ａを完掘して検出した。断面形は、やや先細る。

（５）遺構外出土遺物
遺物は、Ⅳ層から、土師器片がごく少量出土した。

（６）まとめ
今回の調査では、基本層Ⅴ層上面で小溝状遺構群５群（東西方向Ｅ群、南北方向：Ａ～Ｄ群）、ピット３基を検出

した。
これらの小溝状遺構群は、畑耕作に関わる遺構と考えられている。溝にはⅤ層に対して浅いものと深いものとがあ

り、耕作単位が読み取れる可能性もあるが、今回の調査ではわからなかった。
ピットは平面形が四角いもの２基、円形のもの１基であるが、組み合わせなどは不明である。堆積土は、すべてⅣ

層に類似する。また、今回の調査では、大野田官衙に関連する遺構は発見されなかった。
　遺物は基本層Ⅳ層から土師器がごく少量出土しているが、すべて破片資料である。

遺物観察表

特徴・備考
調整法量（㎝）

残存器種種別出土
層位

出土
遺構

登録
番号

写真
番号

掲載
番号 底内外厚幅長

器面摩滅（３．２）－－一部甕土師器Ⅳ層C－１Ⅳ－５－１Ⅳ－５－１
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写真図版Ⅳ－２

遺構完掘状況（西から）

調査区全景（北から）

南側断面東側（北から）
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写真図版Ⅳ－３

西側断面（東から）

南側断面西側（北から）

北西部完掘断面（南から）
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４　第１２次調査
（１）調査要項
 遺　 跡　 名 大野田官衙遺跡（宮城県遺跡登録番号０１５６６）
 調 査 地 点 仙台市太白区大野田字竹松１４－１の一部、１５－９の一部、１５－１０の一部、１５－１６の一部（１５街区

５画地）
 調 査 期 間 平成２４年１０月１６日
 調査対象面積 ８５．６㎡
 調 査 面 積 ２７．０㎡
 調 査 原 因 個人住宅建築工事
 担 当 職 員 主査　平間亮輔　　文化財教諭　橋本勇人

２　調査地点と調査経過
対象地は、遺跡の中央部南寄りに位置する。調査は平成２４年１０月１６日に実施した。建築範囲内に東西３ｍ×南北９

ｍの調査区を設定し、重機により盛土および基本層Ⅰ層を除去した。遺構確認作業は基本層Ⅴ層上面で実施したが、
遺構・遺物とも皆無であった。調査では、Ⅴ層上面の写真撮影を行い、平面略図および土層柱状図を作製し、同日中
に調査区の埋め戻しを行い、終了した。

３　基本層序
基本層は２層を確認した。当該調査区の周辺では富沢駅周辺土地区画整理事業に伴う調査が広範囲に行われている

ので、それらの基本層序を使用した。Ⅰ層は暗オリーブ褐色を呈する粘土で、層下面に酸化鉄の集積が認められる。
調査区全域に分布する。盛土以前の水田耕作土である。Ⅴ層は褐色を呈する粘土で、調査区全域に分布する。周辺の
調査では、本層上面が古墳時代から１０世紀前半以前の遺構確認面である。今回の調査地点では、基本層Ⅱ～Ⅳ層は確
認されなかった。また、宅地造成に伴う盛土の層厚は約０．７０ｍである。

（４）発見遺構と出土遺物
遺構は検出していない。

（５）遺構外出土遺物
遺物は出土しなかった。

６　まとめ
遺構・遺物ともに認められなかった。

備考土質土色マンセル層位
水田耕作土。粘土暗オリーブ褐色２．５Y３/３Ⅰ

粘土褐色１０YR４/４Ⅴ
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写真図版Ⅳ－４

攪乱

攪乱

攪乱

攪乱

盛土（砕石）

盛土（山砂）
Ⅰ

Ⅴ

西壁柱状模式図

10.5m

0 2ｍ
(1/60)

1/400
0 10m

第 12 次調査区配置図

調査区全景（南から） 調査区西壁断面（東から）

第Ⅳ－６図　大野田官衙遺跡第１２次調査



８４

第３節　愛宕山横穴墓群

１　遺跡の概要
愛宕山横穴墓群は、宮城県仙台市太白区向山４丁目、越路に位置する。ＪＲ仙台駅の南約２．５㎞にあたり、広瀬川右

岸の愛宕山丘陵下部の斜面に立地する。標高は２５～２６ｍほどである。遺跡は、愛宕山北斜面の愛宕山横穴墓群Ａ地点
と南斜面の愛宕山横穴墓群Ｂ・Ｃ地点に大別される。また、愛宕山の南に位置する大年寺山の丘陵斜面には、大年寺
横穴墓群、茂ヶ崎横穴墓群、二ツ沢横穴墓群などがあり、愛宕山と大年寺山の丘陵裾部を取り囲むように横穴墓群が
分布している。
愛宕山横穴墓群では、昭和４８年（１９７３年）の第１次調査以降、６次にわたる発掘調査が行われている。現在までに、

愛宕山横穴墓群Ａ地点では２基の横穴墓の測量などの調査が行われ、愛宕山横穴墓群Ｂ・Ｃ地点では３３基の横穴墓が
調査されている。この愛宕山横穴墓群Ｂ・Ｃ地点に位置する第２次調査では、玄室奥壁に赤色顔料で文様を描いた装
飾古墳が発見されている。
出土遺物には、被葬者とみられる人骨や土器類などの副葬品がある。出土した土器類の特徴から、遺跡の南東約２．０
㎞に位置する郡山遺跡との関連が指摘されている。

第Ⅳ－７図　愛宕山横穴墓群と周辺の遺跡
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時代立地種別遺跡名番号
古墳末丘陵北東斜面横穴墓愛宕山横穴墓群A地点１
古墳末・奈良丘陵南東斜面横穴墓愛宕山横穴墓群B・C地点２
古墳後期丘陵北斜面横穴墓大年寺山横穴墓群３
古墳後期段丘横穴墓宗禅寺横穴墓群４
中世丘陵城館跡茂ケ崎城跡５
縄文中段丘集落跡根岸遺跡６
古墳中自然堤防前方後円墳兜塚古墳７
古墳自然堤防古墳小兜塚古墳８
近世丘陵、段丘土手杉土手（鹿除土手）９
古墳末丘陵斜面横穴墓茂ケ崎横穴墓群１０
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２　第６次調査
（１）調査要項
 遺 跡 名 愛宕山横穴墓群（宮城県遺跡登録番号０１１９６）
 調 査 地 点 仙台市太白区向山４丁目９２－４
 調 査 期 間 平成２４年８月２４日～８月２９日
 調査対象面積 ６０．２㎡
 調 査 面 積 ３９．８㎡
 調 査 原 因 個人住宅建設工事
 担 当 職 員 主事　水野一夫　　文化財教諭　千葉悟

（２）調査地点と調査経過
愛宕山横穴墓群Ｂ地点で行われた第３次・第４次調査において、横穴墓が１９基、ほぼ同じ標高で横並びで検出され

ている。また、第５次調査において、より標高の低い場所に埋没する横穴墓が列をなす事がわかり、深く狭小な谷地
形の南北両岸に横穴墓が幾列にもわたって分布している可能性が指摘されている。
今回の対象地は、愛宕山横穴墓群Ｂ地点第３次調査の南に位置する。現地は北から南へ急な傾斜で下る。第３次調

査の１段下における、横穴墓列の有無の確認が調査の主な目的である。　
調査対象地は狭小の傾斜地で、調査は半分ずつの反転調査とした。現況から１．０ｍまで掘削したところ、まだ盛土か

ら旧表土の範囲であったため、全周０．５ｍ調査区を狭くして二段堀とした。二段目を０．１ｍ程度下げたところで水が湧
き始め、Ⅴ層で基盤面（第三紀層）となった。

（３）基本層序
基本層は大別５層、細別６層を確認した。Ⅰ層は直近まで存在していた住居の造成土である。Ⅱ層についても盛土

ないしは再堆積層である。Ⅲ層は性格不明遺構の上面にレンズ状堆積することから、腐食質土混じりの自然堆積と考
えられる。Ⅳ層は性格不明遺構の落ち際に流れ込む自然堆積土と同一の層である。Ⅴ層は凝灰岩層である。

（４）発見遺構と出土遺物
遺構面はⅤ層上面である。土坑２基、性格不明遺構１基を検出した。
第１号土坑　ＳＫ１
調査区西壁に一部かかる状態で検出した。調査した範囲では、円形の土坑と考えられる。規模は０．７ｍ程度、深さ

０．３ｍ程度である。

第２号土坑　ＳＫ２
ＳＸ１と重複し、ＳＸ１より古い。平面形は角丸方形で、規模は東西１．０ｍ、南北０．６ｍ、深さ０．３５ｍである。縄文
土器片１点と剥片１点が出土した。

第１号性格不明遺構　ＳＸ１
ＳＫ２と重複し、ＳＫ２より新しい。浅い溝状を呈し、急傾斜の方向に沿い北から南へと下る。規模は幅２ｍ、長

さ３ｍ程度で深さは０．３ｍ程度である。底面から４０㎝ 大までの河川転礫が大量に出土したが、石畳のように人為的に
並べたといった様子は無かった。一方で横穴墓が検出されている傾斜地の高いほうへのびており、下端部は土坑状を
呈する。

備考土質土色マンセル層
盛土Ⅰ
小礫中量混入　シルト暗褐色1０YR3/3Ⅱ
自然堆積　腐食質土主体シルト黒褐色1０YR2/2Ⅲ
小河川転礫含むシルト暗褐色1０YR3/4Ⅳ
軽石等含む。砂が丸くなく河川由来ではない可能性あり砂状黄褐色2．5Y5/4Ⅴ
Ⅳ～Ⅴの一部で確認漸移層にぶい黄褐色1０YR5/4Ⅴ'
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（５）遺構外出土遺物
遺構外から遺物は出土しなかった。

（６）まとめ
今回の調査では、横穴墓は検出されなかった。基本層Ⅴ層については、砂層として報告したが、軽石が一定量混ざ

り、削ると層状に剥離する様子がある。湧水から想像するに、水に浸かり続けていることで、横穴墓が設けられてい
る岩盤が分解しやすくなった状態である可能性が高い。ＳＫ１は横穴墓の天井崩落の可能性を考えて調査したが、下
面で広がることはなかった。
基本層Ⅴ層上面で検出された遺構のうち、ＳＫ２から縄文土器の破片が出土したことから、周辺に、当該時期の遺

跡が存在している可能性がある。

土層注記

遺物観察表

特徴・備考
調整法量（㎝）

残存器種種別出土
層位

出土
遺構

登録
番号

写真
番号

掲載
番号 底内外厚幅長

－－－一部鉢縄文土器1層SK2A－1Ⅳ－5－1

SK１
備考土質土色マンセル層

Ⅳ層近似シルト暗褐色１０YR３/４１
SK３

備考土質土色マンセル層
自然堆積　腐食質土主体 Ⅲ層近似シルト黒褐色１０YR２/２１

写真図版Ⅳ－５
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写真図版Ⅳ－６

調査区東側完掘（南東から）

調査区西側完掘（南西から）

SX1礫出土状況（南から）
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写真図版Ⅳ－７

SK1平面（南から）

SX1断面（東から）

SK1断面（西から）
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第Ⅴ章　郡山遺跡の調査

郡山遺跡の本件に係る調査報告書は、遺跡の特殊性・継続性に鑑み別に作成するため、本書では取り扱わない。対
象期間中に実施した調査地点のみ下図に示す。

0 200m
1/6,000

郡山遺跡

西台畑遺跡

北目城跡

郡山廃寺

外溝

大溝

材木列

Ⅰ期官衙
方四町Ⅱ期官衙

正殿

南門

南方官衙

寺院東方建物群

寺院西方建物群

講堂基壇

僧房

205 次

217 次
224 次

第 230 次

　232 次

220 次

221 次

216 次

228 次

219 次

226 次

227 次

231 次

233 次

218 次

225 次

229 次

236 次

235 次
223 次

222 次

234 次

第Ⅴ－１図　郡山遺跡と調査位置図

第Ⅳ－１図　太白区東部と遺跡位置図の位置
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平成２４年度の調査件数は、平成２５年２月末で４０件（１６遺跡）である。本書には、平成２３年度後半を含めて、平成２４
年１０月１６日までに行った調査のなかで、別に報告される郡山遺跡を除き、１５件を報告した。その成果は、以下のよう
にまとめられる。

１　宮城野区内の調査
（１）洞ノ口遺跡第１９次調査
基本層Ⅱ層あるいはⅢ層上面で井戸跡１基、基本層Ⅳ層上面で溝跡１条、ＳＸ１性格不明遺構１基が検出され、基

本層Ⅱ層が中世の耕作土と想定された。遺構群の変遷は、基本層Ⅳ層上面の遺構（古代）⇒基本層Ⅲ層上面の遺構
（古代以降）⇒基本層Ⅱ層上面の遺構（中世以降）に分けられる。
第１９次調査区は、遺跡のなかでも標高のやや高い微高地に立地しており、周辺の遺跡南端部では、この調査区から

北方・北西方にやや離れた第１次調査１１区など（仙台市教育委員会２００５）で、基本層Ⅴｂ層（平安時代前半の畑耕作
土）⇒基本層Ⅴａ層（平安時代後半の畑耕作土）⇒基本層Ⅴａ層上面の遺構（平安時代の居住域）⇒基本層Ⅳｂ層上
面の遺構（中世前半の居住域）⇒基本層Ⅳａ層上面の遺構（中世後半の居住域）⇒基本層Ⅲ層上面の遺構（近世前半
の居住域）という変遷が明らかにされている。これに対して、第１９次調査区周辺で行われた第１４～１８次調査（仙台市
教育委員会２０１２ｂ）では、中世を主として、居住域の存在を示す複数時期の遺構群は検出されていたが、古代の遺構
面は確認されていなかった。その点で、今回の調査は、今後、洞ノ口遺跡の微高地における遺構群全体の変遷を考え
るうえで貴重な成果となった。
（２）鴻ノ巣遺跡第１４次・１７次・１８次調査
第１４次調査基本層Ⅱ層上面で溝跡１条、土坑２基、ピット３基、第１７次調査基本層Ⅱ層上面で性格不明遺構１基、

第１８次調査基本層Ⅱ層上面でピット３基が検出された。鴻ノ巣遺跡では、これまでの調査で古墳時代前期から近世ま
での時期幅をもつが、今回の調査では、いずれも出土遺物が少なく、時期を特定することはできなかった。
（３）小鶴城跡第８次調査
盛土下の基本層Ⅰ層上面でＳＤ１溝跡、基本層Ⅱ層上面でＳＤ２溝跡、ＳＤ３溝跡が検出された。調査区は、小鶴

城跡南部の丘陵裾部から約４０ｍ離れており、ＳＤ１溝跡（上端幅０．８５ｍ以上）は、遺跡の踏査やこれまでの調査で堀
跡の存在が推定されていた位置にある。第８次調査区の西方約３０ｍに位置する第７次調査（仙台市教育委員会２０１２ｄ）
では、その延長と考えられるＳＤ１溝跡（上端幅４．９５ｍ以上）が検出されている。小鶴城跡のこれまでの調査では、
三重に巡る堀跡の存在が推定されており、これらは、最も外側の堀跡である。また、ＳＤ２、ＳＤ３は、小溝状遺構
群を構成する小溝の可能性がある。両者の芯芯距離は約７５㎝である。
（４）稲荷館跡
Ⅱ層上面で溝跡１条が検出された。出土遺物が少なく、時期は不明である。

２　若林区内の調査
（１）南小泉遺跡第６９～７１次調査
遺跡中央部において、第６９次調査では、基本層Ⅱ層上面で溝跡１条、ピット１基、基本層Ⅲ層上面で平安時代の竪

穴住居跡１軒、溝跡８条、土坑５基など、第７０次調査では、基本層Ⅲ層上面で溝跡１条、土坑３基（うち１基は古墳
時代中期後半）、性格不明遺構１基など、遺跡西部の第７１次調査では、基本層Ⅱ層上面で中世以降の溝跡１条、土坑３
基などが検出されている。
中央部に位置する遠見塚古墳の周辺から西側一帯は、古くからの調査で、古墳時代中期から近世にかけての居住域

の形成が明らかにされており、今回の各調査も同様の傾向にある。また、第６９次調査Ⅲ層上面で溝跡及び土坑と報告
された遺構のなかで、細長いＳＤ８～１２、１６、ＳＫ１３～１５などは、方向性をもっており、小溝状遺構群を構成する小
溝の可能性がある。これらは、分布がＳＩ１竪穴住居跡の東辺とは重複しない関係にあり、ＳＫ１５とＳＩ１の新旧関
係から、時期は、ＳＩ１より新しいと推定される。
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（２）沖野城跡第１２次・第１３次調査
第１２次調査基本層Ⅱ層上面で土坑１基、ピット１基、第１３次調査基本層Ⅳ層上面でピット４基が検出された。この

うち、第１２次調査のＳＫ１土坑からは、土師質土器の皿５点が出土した。沖野城跡との関連性はわからないが、今後、
詳しい時期を検討していく必要がある。

３　太白区内の調査
（１）大野田官衙遺跡第１０次・１１次・１２次調査
官衙跡に伴う遺構は検出されなかったが、第１０次調査基本層Ⅴ層上面で溝跡１条、第１１次調査基本層Ⅴ層上面で小

溝状遺構群が５群検出された。第１０次調査の溝跡には小溝の可能性が指摘されている。第１２次調査では遺構は検出さ
れていない。
大野田官衙遺跡の遺構群には、官衙を構成する掘立柱建物跡⇒鍛冶関連遺構⇒小溝状遺構群の変遷が認められ（仙

台市教育委員会２０１１ａ）、官衙は８世紀第２四半期には廃絶していると考えられ、小溝状遺構群の時期は奈良時代以降
となるが、第１１次調査では、他の遺構との重複関係が確認されないことから、上限は明確でない。また、隣接する六
反田遺跡や王ノ壇遺跡、大野田遺跡、大野田古墳群（仙台市教育委員会２０１０ａ）等でも、第１１次調査のように、複数
時期にわたる小溝状遺構群が検出されており、その性格が畑跡（註）に伴う耕作痕と理解されていることから、奈良・
平安時代を中心とした生産域：畑域の形成が明らかにされている。これらは、集落の一部を構成しており、大野田官
衙遺跡の西側に位置する六反田遺跡第９次調査（仙台市教育委員会２０１２ａ）では、８世紀から１０世紀頃にかけて、居
住域（竪穴住居跡・土坑：奈良時代）⇒生産域（小溝状遺構Ａ群）⇒居住域（掘立柱建物跡）⇒生産域（小溝状遺構
Ｂ群）⇒居住域（掘立柱建物跡・溝跡・土坑）⇒生産域（小溝状遺構Ｃ群）⇒居住域（掘立柱建物跡・溝跡・土坑）
⇒（十和田ａ火山灰：９１５年）⇒生産域（小溝状遺構Ｄ群）⇒居住域（溝跡・土坑等）の変遷が認められている。こう
した地点的な調査事例の蓄積によって、集落の広がりと、その土地利用の実態が、より明らかになっていくと考える。
（２）愛宕山横穴墓群第６次調査
横穴墓は検出されなかったが、土坑２基と性格不明遺構１基を検出した。ＳＫ２土坑からは縄文土器の破片が出土

しており、この時期の遺構の可能性がある。

以上、縄文時代から近世にかけての報告となったが、南小泉遺跡や洞ノ口遺跡の調査では居住域の存在が再確認さ
れるととともに、大野田官衙遺跡など、複数の調査で小溝状遺構群及びその可能性のある遺構が検出された。これら
の調査は、それぞれの面積は小さいが、それぞれに新たな発見があり、発掘調査の重要性を示している。

註：「小溝状遺構群」は、六反田遺跡の報告（仙台市教育委員会１９８１）で名称づけられ、「一般の小溝と異なり、少な
いところで４～５本、多いところで１５～１６本、同じ方向で走るのが特徴」とされた遺構である。性格は、「畑の凹状
の部分あるいは天地返し部分の可能性を含めて作物栽培に関係する」と考えられ、その後、下ノ内浦遺跡第４次調
査で検出された６ｃ層畠跡（仙台市教育委員会１９９３）の調査事例などをとおして、畑の耕作土下面に形成される耕
作痕と理解されており（佐藤２０００）、畑作による生産域の存在を示す遺構と認識される。遺構としての「はたけ」跡
は、水田跡に対して「陸田」跡とする考えもあるが、今日的な「はたけ」の用字は、「畑」と「畠」で、「焼畑」と
区別されている。このうち、「畠」は、近年、韓国の伏岩里古墳群付近から出土した木簡（７世紀初頭の可能性）に
認められ（李２０１０）、国字ではないことが知られた。そこには、「水田二形」、「畠一形」、「麦田一形半」とあり、「畠」
と「麦田」が区別されている。現状では、「畠」は、文字の成立過程の再検討が必要であることが指摘されており
（木村２０１０）、今日的な「はたけ」跡は、当面、「畑」を用い、「畑跡」としておくべきであろう。
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特記事項主な遺物主な遺構主な時代種　別
要　約

記録保存
（個人住宅建築）１９．５㎡２０１２．０２．０６

２０１２．０２．０８１４０°５５′４５″３８°１６′４４″０１１９４４１００ 仙  台  市  宮  城  野  区  新  田  三 
せん だい し みや ぎ の く しん でん さん

 丁 
ちょう

 目 
め

 小  鶴 
こ づる

 城 
じょう

 跡 
あと

（８次）
なし溝跡３中世城　館

城跡に伴う堀跡を１条検出した。
記録保存

（個人住宅建築）３０．６㎡２０１２．０５．１４
２０１２．０５．１６１４０°５７′６″３８°１８′９″０１３７２４１００ 仙  台  市  宮  城  野  区  岩  切 

せん だい し みや ぎ の く いわ きり

 字  洞  ノ  口 
あざ どう の くち

 洞  ノ  口  遺  跡 
どう の くち い せき

（１９次）
陶器・土師器・須恵器井戸跡１・溝状遺構1・

性格不明遺構1古墳～近世集落・城館・水田・屋敷
遺跡南端部で古代と中世の遺構面を確認した。

記録保存
（個人住宅建築）１１．３㎡２０１２．０９．１３１４０°５７′４″３８°１７′５３″０１０３４４１００ 仙  台  市  宮  城  野  区  岩  切  字  鴻  巣 

せん だい し みや ぎ の く いわ きり あざ こう のす

 鴻  ノ  巣  遺  跡 
こう の す い せき

（１４次）
なし溝跡１・土坑2・ピット3弥生～中世集落・屋敷・水田

記録保存
（個人住宅建築）１７．０㎡２０１２．０１．２３

２０１２．０１．２４１４０°５７′４″３８°１７′５３″０１０３４４１００ 仙  台  市  宮  城  野  区  岩  切  字  鴻  巣 
せん だい し みや ぎ の く いわ きり あざ こう のす

 鴻  ノ  巣  遺  跡 
こう の す い せき

（１７次）
なし性格不明遺構１基弥生～中世集落・屋敷・水田

記録保存
（個人住宅建築）１９．８㎡２０１２．０１．３０１４０°５７′４″３８°１７′５３″０１０３４４１００ 仙  台  市  宮  城  野  区  岩  切  字  鴻  巣 

せん だい し みや ぎ の く いわ きり あざ こう のす

 鴻  ノ  巣  遺  跡 
こう の す い せき

（１８次）
なしピット３基弥生～中世集落・屋敷・水田

中世以降の溝跡を１条検出した。
記録保存

（個人住宅建築）３６．３㎡２０１２．０２．１３１４０°５６′４″３８°１７′５５″０１２２４４１００ 仙  台  市  宮  城  野  区 
せん だい し みや ぎ の く

 稲  荷  館  跡 
いな り たて あと

（１次）
陶器溝跡１中世城館跡

中世以降の溝跡を１条検出した。
記録保存

（個人住宅建築）３４．３㎡２０１２．０１．１０
２０１２．０１．１３１４０°５４′３９″３８°１４′９″０１０２１４１００ 仙  台  市  若 

せん だい し わか

 林 
ばやし

 区  遠  見  塚  一 
く とお み づか いっ

 丁 
ちょう

 目 
め

 南 
みなみ

 小 
こ

 泉 
いずみ

 遺  跡 
い せき

（６９次）
土師器竪穴住居跡１・焼土遺構

1・溝跡9・土坑5・ピット6弥生～近世集　落
平安時代の竪穴住居跡１軒とそれよりも新しい小溝状遺構群を検出した。

記録保存
（個人住宅建築）２４．６㎡２０１２．０１．２４

２０１２．０１．２５１４０°５４′３８″３８°１４′１２″０１０２１４１００ 仙  台  市  若 
せん だい し わか

 林 
ばやし

 区  遠  見  塚  一 
く とお み づか いっ

 丁 
ちょう

 目 
め

 南 
みなみ

 小 
こ

 泉 
いずみ

 遺  跡 
い せき

（７０次）
土師器・石器溝跡１・土坑3・性格

不明遺構1・ピット6弥生～近世集　落
古墳時代中期の可能性がある土坑を１基検出した。

記録保存
（個人住宅建築）１２．１㎡２０１２．０２．０６

２０１２．０２．０９１４０°５４′２５″３８°１４′１３″０１０２１４１００ 仙  台  市  若 
せん だい し わか

 林 
ばやし

 区  遠  見  塚  一 
く とお み づか いっ

 丁 
ちょう

 目 
め

 南 
みなみ

 小  泉  遺  跡 
こ いずみ い せき

（７１次）
土師器・須恵器・中世陶器溝跡１・土坑3・ピット3弥生～近世集　落

中世以降の溝跡を１条検出した。
記録保存

（個人住宅建築）３１．６㎡２０１２．０２．２８１４０°５５′３″３８°１３′４４″０１２３４４１００ 仙  台  市  若 
せん だい し わか

 林 
ばやし

 区  沖  野  七 
く おき の なな

 丁 
ちょう

 目 
め

 沖  野 
おき の

 城 
じょう

 跡 
あと

（１２次）
土師器土坑１・ピット2中世城　館

中世以降の土坑を１基検出し、土師質土器皿５点が堆積土から出土した。
記録保存

（個人住宅建築）４０．１㎡２０１２．０２．２８１４０°５５′３″３８°１３′４４″０１２３４４１００ 仙  台  市  若 
せん だい し わか

 林 
ばやし

 区  沖  野  七 
く おき の なな

 丁 
ちょう

 目 
め

 沖  野 
おき の

 城 
じょう

 跡 
あと

（１４次）
銭貨ピット４基中世城　館

記録保存
（個人住宅建築）２０．４㎡２０１２．０４．１１

２０１２．０４．１２１４０°５２′３３″３８°１３′１″０１５６６４１００ 仙  台  市  太  白  区  大  野  田  字 
せん だい し たい はく く おお の だ あざ

 袋 
ふくろ

 前 
まえ

 大  野  田  官  衙  遺  跡 
おお の だ かん が い せき

（１０次）
土師器溝跡１古代官　衙

記録保存
（個人住宅建築）２９．４㎡２０１２．０５．２２

２０１２．０５．２３１４０°５２′３５″３８°１２′５９″０１５６６４１００ 仙  台  市  太  白  区  大  野  田  字  竹  松 
せん だい し たい はく く おお の だ あざ たけ まつ

 大  野  田  官  衙  遺  跡 
おお の だ かん が い せき

（１１次）
土師器小溝群４・性格不明遺

構1・ピット3縄文・弥生・古墳・奈良・平安・中世集落・官衙

記録保存
（個人住宅建築）２７㎡２０１２．１０．１６１４０°５２′３４″３８°１２′５８″０１５６６４１００ 仙  台  市  太  白  区  大  野  田  字  竹  松 

せん だい し たい はく く おお の だ あざ たけ まつ

 大  野  田  官  衙  遺  跡 
おお の だ かん が い せき

（１２次）
なしなし古代官　衙

記録保存
（個人住宅建築）３９．７７㎡２０１２．０８．２４

２０１２．０８．２９１４０°５２′４２″３８°１４′３８″０１１９６４１００ 仙  台  市  太  白  区 
せん だい し たい はく く

 向 
むかい

 山  四 
やま よん

 丁 
ちょう

 目 
め

 愛  宕  山  横  穴  墓  群 
あた ご やま よこ あな ぼ ぐん

（６次）
土器・石器土坑２・性格不明遺構1横穴墓

ＳＫ２土坑から縄文土器が出土した。



仙台平野の遺跡群23

2013年3月
仙台市教育委員会

仙台市文化財調査報告書第415集

発行
仙台市青葉区一番町4丁目1－25

東二番丁スクエア
　文化財課　TEL 022（214）8894

仙台市宮城野区苦竹三丁目1－14 
TEL 022（231）2245㈹ 

印刷 株式会社 仙台紙工印刷 

　平成24年度個人住宅他
国庫補助対象事業に伴う発掘調査報告書－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－


